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統
計

調
査
法

関

彌
　
三
　
郎

○

一二三
四

悉
皆
調
査
と
標
本
調
査

統
計
調
査
法
（
統
計
的
方
法
）

悉
皆
統
計
調
査
の
正
確
性

其
他
の
統
計
調
査
法

↑
ｏ
　
稚
　
鎌

ｃ
り
　
標
本
調
査
法
（
一
部
調
査
法
）

　
　
○
有
煎
選
楓
法

　
　
　
任
意
抽
串
法
（
摘
出
調
査
法
）

　
　
　
　
一
、
悉
杵
調
企
と
標
本
調
介

杜
会
的
集
団
現
象
に
焼
て
の
統
計
調
査
は
、
徴
、
共
、
徴
税
等

の
行
政
上
の
目
的
か
ら
既
に
古
代
よ
り
．
行
わ
れ
て
来
た
Ｏ
で
あ

る
が
、
科
学
的
な
統
計
的
方
法
が
発
達
し
ン
、
れ
に
よ
つ
て
調
査

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
ｏ
は
近
世
以
咋
ｏ
事
柄
で
あ
ろ

近
代
的
な
中
央
壌
権
国
家
の
成
立
、
発
展
は
、
一
！
、
の
政
策
樹
立

○
基
礎
と
し
て
一
因
Ｏ
人
口
、
経
済
－
其
他
の
杜
会
状
態
の
正
確

な
数
量
的
把
握
の
必
衷
性
を
増
大
せ
し
め
、
殊
に
民
主
政
治
の

採
用
ｒ
」
よ
ろ
国
氏
Ｏ
代
表
者
た
る
議
員
の
数
の
芥
地
寸
へ
Ｏ
割

当
ｏ
必
要
に
促
さ
れ
て
、
十
八
世
紀
の
未
よ
り
国
勢
調
査
○
、
、
一

。
・
易
と
し
て
人
口
調
査
が
漸
次
合
国
に
於
て
行
わ
れ
、
ン
、
れ
は

後
に
は
入
□
一
の
み
な
ら
ず
杜
会
状
態
、
産
薬
状
独
の
調
査
に
も

及
ぼ
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
、
で
あ
る
、

　
一
方
杜
会
現
象
の
集
団
的
槻
祭
に
よ
る
一
般
的
性
質
、
規
律

性
の
研
究
即
ち
杜
会
硯
象
の
数
虻
的
、
統
計
的
研
呪
は
、
十
心

世
紀
Ｏ
未
葉
「
政
冶
算
術
弓
Ｃ
享
一
暮
一
＞
、
ま
、
一
一
一
。
ｑ
、
、
」
の
名
の

下
に
イ
ギ
リ
ペ
に
於
て
起
り
、
ン
、
ｏ
発
展
は
叉
杜
会
的
堆
冊
現



象
の
統
計
調
査
法
の
進
歩
を
助
長
し
、
十
九
世
紀
の
中
頃
よ
り

「
統
計
学
Ｏ
Ｑ
暮
奉
戸
。
。
葦
卑
一
〇
・
・
」
の
名
を
与
え
ら
れ
、
爾
来

杜
会
現
象
の
研
究
並
に
統
計
的
方
法
の
研
究
を
行
う
よ
う
に
な

つ
た
。

　
大
体
杜
会
的
集
団
現
象
の
正
確
な
認
識
は
、
国
勢
調
査
の
よ

う
に
そ
れ
の
樺
成
要
素
の
す
べ
て
を
洩
れ
な
く
調
査
し
、
そ
の

大
い
さ
並
に
構
成
状
態
を
数
量
的
に
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
つ

て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
十
八
世
紀
の
終
り
に
な

つ
て
始
め
て
実
行
に
移
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
つ
て
、

そ
れ
迄
は
他
の
目
的
で
な
さ
れ
た
記
録
（
例
え
ば
出
生
、
死
亡
、

婚
姻
、
移
住
等
に
関
す
る
寺
院
の
記
録
や
行
政
官
庁
へ
の
屈
出

等
）
よ
り
す
る
算
定
や
、
既
知
の
統
計
値
の
加
工
、
誘
導
に
よ

る
推
算
、
叉
は
一
部
分
の
み
の
調
査
に
よ
る
全
体
の
推
計
（
標

本
調
査
）
等
の
、
正
確
性
を
欠
く
が
簡
便
な
方
渋
で
統
計
調
査

は
な
さ
れ
て
い
た
Ｏ
で
あ
ろ

　
し
か
し
杜
会
的
災
同
現
環
の
悉
皆
調
査
は
、
統
計
調
査
機
関

の
発
達
を
前
推
に
、
劣
大
の
費
用
と
労
力
を
費
し
て
の
み
可
能

で
あ
る
た
め
ン
、
の
実
行
は
容
易
で
な
く
、
こ
れ
等
の
犠
牲
と
の
．

　
　
統
計
調
査
法
（
関
）

関
聯
に
於
て
は
小
可
能
と
芦
傲
し
得
る
現
象
が
極
め
て
多
く
、

叉
中
に
は
そ
の
怜
質
上
全
く
悉
皆
調
査
を
許
さ
な
い
も
の
も
あ

る
た
め
、
ン
、
の
後
も
推
算
ヤ
標
本
調
査
は
悉
皆
調
査
と
並
ん
で

杜
会
的
集
団
現
象
の
有
力
な
調
査
方
法
で
あ
つ
た
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
悉
皆
統
計
調
査
は
最
初
人
口
調
査
と
し
て
発
達
し
、

十
九
廿
紀
の
中
葉
以
峰
次
第
に
経
済
方
面
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な

つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
政
治
活
動
の
必
要
に
よ
る
も
の
と

は
い
え
、
更
に
叉
悉
皆
調
査
の
手
続
を
人
口
現
象
は
比
較
的
容

易
に
滴
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
蓋
し
、
人
口
現
象
を
構

成
す
る
要
素
は
個
六
の
個
人
で
あ
つ
、
て
そ
れ
の
存
在
を
把
握
す

る
事
は
容
易
で
あ
り
、
且
そ
れ
に
就
て
勧
察
す
べ
き
諾
性
質
は

自
然
的
な
も
の
が
多
く
明
瞭
に
認
知
し
得
る
た
め
に
、
そ
れ
に

対
す
る
悉
皆
槻
察
は
左
程
困
鍛
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

る
に
経
済
現
象
を
構
成
す
る
要
素
は
芥
価
入
ｏ
Ｒ
六
の
生
活
に

於
て
反
覆
生
起
し
そ
○
数
は
板
め
て
劣
く
、
又
瞬
閉
的
現
象
が

多
い
た
め
ン
、
れ
ｏ
把
栂
は
存
易
で
な
く
、
几
個
六
の
要
素
に
就

て
襯
察
す
べ
き
性
質
は
杜
会
的
な
も
の
な
る
た
め
多
養
的
で
あ

り
、
不
明
瞭
衣
場
合
が
劣
い
ｏ
で
そ
れ
の
悉
皆
概
察
は
非
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
三
二
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
三
号
）

困
難
で
あ
る
。
故
に
経
済
現
象
に
於
て
は
そ
れ
の
統
計
的
認
識

の
政
治
的
、
学
問
的
必
要
性
は
、
他
の
如
何
な
る
杜
会
現
象
に

も
ま
し
て
重
大
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
悉
皆
統
計
．
調
査
の
困
難

な
乃
至
は
行
い
得
な
い
都
面
が
梢
当
大
で
あ
り
、
標
本
調
査
、

推
算
の
役
割
は
撞
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
か
く
て
主
と
し
て
社
会
調
査
法
と
し
て
の
統
計
的
方
法
を
取

扱
つ
て
来
た
ド
ィ
ツ
統
計
学
派
に
於
て
は
、
統
計
的
方
法
は
杜

会
的
集
団
現
象
（
「
杜
会
大
旦
田
丁
富
邑
０
岩
婁
ユ
と
い
う
）
の

悉
皆
概
察
の
方
法
（
こ
れ
を
「
人
量
襯
察
法
（
芦
嚢
ｏ
、
一
一
）
８
．

一
）
蕎
葦
冒
篭
９
手
己
０
」
と
い
う
）
で
あ
つ
て
、
標
本
調
査
や
推

算
は
「
統
計
的
方
法
の
代
用
法
○
〇
一
彗
◎
習
ａ
宗
Ｈ
コ
Ｑ
葦
オ
け
宗
」

と
さ
れ
て
火
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
一
方
杜
会
現
象
、
一
般
的
に
は
非
類
型
的
鬼
象
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

集
団
的
、
数
・
亙
的
研
呪
方
法
と
し
て
の
統
計
的
方
法
を
取
扱
つ

て
來
た
炎
米
ｏ
統
計
学
に
於
て
は
、
ン
、
の
方
法
論
的
薬
礎
た
る

人
数
法
則
；
く
◎
二
責
零
…
旨
一
き
轟
を
確
率
論
に
よ
つ
て
証

明
し
、
そ
れ
よ
り
進
ん
で
一
部
分
の
現
壊
の
茱
岡
的
襯
察
（
従

っ
て
標
木
槻
災
）
に
よ
る
、
現
象
〇
一
般
的
性
質
、
規
律
性
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
三
三
〇
）

認
識
の
誤
差
の
限
界
を
求
め
る
事
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
至
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
標
本
論
は
多
く
の
現
象
の

観
察
を
必
要
と
す
る
「
大
標
本
論
一
ぺ
實
需
己
。
竃
卓
一
Ｈ
ｃ
苧
¢
ｃ
ｑ
」

で
あ
つ
た
た
め
に
極
め
て
不
便
で
あ
り
、
こ
の
欠
点
を
除
か
ん

と
し
て
今
世
紀
の
初
頭
よ
り
発
達
し
て
来
た
ゴ
セ
ツ
ト
　
（
孝
・

０
Ｄ
・
（
一
易
。
。
ｇ
筆
名
○
○
巨
ま
暮
）
フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ー
（
声
戸
弓
赤
プ
實
）

に
始
る
近
代
数
理
統
計
学
は
、
現
象
の
一
般
的
性
質
の
統
計
的

研
究
は
本
質
的
に
部
分
槻
察
、
標
本
襯
・
察
の
方
法
で
あ
る
と
し

て
再
検
討
し
、
慨
察
資
料
ｏ
簡
約
わ
一
一
如
何
に
し
て
可
能
な
ら
し

め
得
る
か
を
考
察
す
る
事
に
よ
つ
て
、
従
来
の
人
標
本
論
を
内

に
含
む
「
小
標
本
諭
。
・
一
量
Ｈ
；
；
｛
Ｈ
算
プ
Ｏ
Ｏ
ｑ
」
　
　
正
確
に
は

「
精
密
襟
本
理
論
Ｃ
×
竃
け
。
・
三
三
ま
月
＾
手
Ｏ
Ｏ
ｑ
」
を
完
成
し
発
展

せ
し
め
た
ｏ
で
あ
る
。
徒
火
ｏ
統
計
理
諭
が
概
炎
資
料
の
確
理
、

分
析
な
る
統
計
的
才
法
の
礼
述
的
な
州
面
を
主
と
し
て
取
扱
つ

て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
糀
怜
械
本
理
論
は
統
計
的
方
法
の

推
洲
的
な
側
而
を
重
視
す
ろ
点
に
於
て
爪
一
一
く
ユ
、
の
趣
を
異
に
し
、

従
つ
て
従
来
の
「
記
述
統
計
学
｛
婁
主
三
＜
二
薫
デ
け
一
鶉
」
に
対

し
て
「
推
測
統
計
学
一
…
一
三
ｉ
…
ら
・
ｇ
チ
け
Ｆ
二
叉
は
ｔ
来
の
一
統



計
学
。
。
薫
家
一
９
」
に
代
る
「
推
計
－
学
。
。
ざ
・
一
嚢
け
一
９
」
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
、

　
そ
し
て
こ
の
成
果
が
ユ
、
の
生
誕
地
た
る
農
業
実
験
の
分
野
よ

り
漸
次
他
の
白
然
科
学
方
面
に
適
用
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
直
前
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
て
社
会
的
集
嗣
現
象
の
統
計
調

査
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
現
象
に
対
す
る
標
本

調
査
を
正
確
な
ら
し
め
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
杜
会

的
集
団
現
象
に
対
す
み
標
本
調
査
に
於
て
は
、
そ
の
緒
果
が
悉

皆
調
査
に
よ
る
時
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
緒
果
に
対
し
て
如
何
な

る
関
係
に
於
て
あ
る
か
が
不
明
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

新
し
い
方
法
に
於
て
は
そ
れ
が
襟
本
誤
差
と
し
て
規
定
さ
れ
得

る
た
め
、
標
太
査
査
は
悉
皆
洲
沓
に
劣
ら
ず
杜
会
的
集
団
現
象

の
正
確
な
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
方
法
は
標
木
構
成
要
素
の
任
意
抽
出
量
己
◎
－

旨
。
。
２
旨
忌
晶
を
根
木
条
件
と
す
る
方
法
で
あ
る
た
め
「
任
意

標
本
調
査
曇
己
ｏ
旨
。
。
竃
旨
口
ｏ
コ
。
…
き
Ｋ
」
叉
は
「
抽
出
調
査

。
。
書
自
言
易
。
。
…
毒
ご
と
い
わ
れ
、
ン
、
の
正
確
性
と
簡
便
、
低

廉
な
る
事
の
故
に
杜
会
統
計
調
査
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
て
急

　
　
統
計
調
査
法
（
関
）

速
に
発
達
し
各
国
に
普
及
し
て
行
つ
た
の
、
て
あ
る
。
我
が
国
に

於
て
も
今
次
大
－
戦
後
Ｇ
．
Ｈ
，
０
６
紀
計
家
達
に
よ
つ
て
始
め

て
任
意
標
本
調
査
の
技
術
が
導
入
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
七
月

よ
り
始
る
消
費
者
価
格
調
査
Ｏ
◎
曇
…
實
・
・
二
一
ユ
８
。
り
負
『
＜
昌
を

皮
切
り
に
短
時
日
の
閉
に
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
任
意
標
本
調
査
法
の
実
行
に
は
種
六
の
条
件

が
具
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
殊
に
杜
会
的

集
団
現
象
の
生
起
の
基
盤
で
あ
る
人
口
及
び
そ
れ
の
杜
会
的
、

産
業
的
、
地
域
的
構
成
に
就
て
悉
皆
的
な
統
計
的
智
識
を
必
要

と
し
、
従
つ
て
そ
れ
を
得
る
た
め
に
は
悉
皆
調
査
が
た
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
今
Ｒ
の
国
勢
調
査
の
如
き
悉
皆

調
査
は
、
只
に
そ
れ
白
体
の
目
的
（
入
口
の
向
然
的
、
杜
会
的

状
態
の
枠
態
調
脊
）
の
み
な
ら
ず
、
又
任
意
標
木
調
査
の
実
行

に
必
要
な
基
礎
資
料
の
獲
得
を
も
目
的
と
し
て
調
奔
の
設
計
煎

に
集
計
、
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
等

の
条
件
が
確
い
さ
え
す
れ
ば
任
点
標
太
－
調
査
は
悉
仰
調
査
に
名

ら
ず
、
時
に
は
芥
仰
調
査
以
上
に
正
確
た
調
査
方
法
で
あ
ろ
た

め
、
杜
会
統
計
調
査
に
於
て
は
禾
杵
調
査
は
専
ら
蒸
太
的
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
三
三
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
三
晋
）

項
の
み
に
止
め
て
複
雑
な
事
項
は
任
意
標
本
調
査
に
委
ね
、
或

は
又
定
剃
的
に
な
さ
れ
る
悉
皆
調
査
の
中
間
的
、
補
完
的
調
査

に
任
意
標
木
調
査
を
利
用
す
る
と
い
う
方
向
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
杜
会
的
集
団
現
象
の
正
確
な
統
計
的
認
識
の
可
能
性

は
、
悉
皆
調
査
と
任
意
標
本
調
査
と
の
併
用
に
よ
り
若
し
く
そ

の
範
囲
を
拡
大
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
荷
未
だ
任
意
標
本
調
査

の
条
件
が
整
わ
ず
叉
太
質
的
に
悉
皆
調
査
は
勿
論
標
本
調
査
も

不
可
能
な
現
象
が
存
在
す
る
た
め
、
旧
来
の
標
本
調
査
法
並
に

推
算
は
杜
会
統
計
説
査
に
於
て
は
不
可
欠
の
方
法
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
杜
会
統
計
調
査
に
於
て
と
ら
れ
る
諾
種
の
方
法

特
に
悉
皆
調
査
と
標
木
調
査
と
の
関
聯
を
、
発
展
的
に
概
禰
す

る
事
に
よ
つ
て
そ
こ
に
於
け
る
各
ま
の
地
位
を
明
ら
か
な
ら
し

め
た
の
で
あ
る
が
、
次
は
各
方
法
に
就
て
そ
の
方
法
的
特
質
を

考
察
し
て
行
こ
う
。

二
、
統
許
朋
企
法

（
続
計
的
方
法
）

統
計
的
方
法
に
よ
る
社
会
的
焚
間
現
象
の
調
査
、
研
究
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
三
三
二
）

杜
会
的
集
団
現
象
を
構
成
す
る
個
女
の
要
素
の
個
別
観
察
、
分

類
、
集
計
と
い
う
手
続
過
程
を
経
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
の
た
め
に
杜
会
的
集
団
現
象
の
数
量
的
な
糖
密
な
認
識
が
可

能
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
統
計
的
把
握
が
数
量
的
に
行
わ

れ
る
た
め
に
、
数
学
的
思
考
方
法
に
よ
り
数
理
的
解
析
手
続
を

加
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
社
会
的
集
団
現
象
の
性
質
を
研
究
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
以
下
統
計
的
方
法
に
よ
る
杜
会

的
集
団
現
象
の
認
識
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る

か
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
、
、

　
杜
会
的
壊
団
現
象
を
統
計
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
先
づ

「
統
計
集
閉
き
チ
チ
・
一
さ
暮
ヲ
。
・
０
」
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
Ｄ
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
ｑ
　
　
■

ぬ
一
、
即
ち
統
計
的
寸
法
は
杜
会
環
象
を
一
〇
個
別
現
象
と
し
て

、
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

思
惟
に
よ
り
定
性
的
に
把
握
す
る
の
で
な
く
、
そ
れ
を
集
団
現

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
Ｄ
　
　
、
　
　
、

象
と
し
て
且
集
団
構
成
典
素
・
の
個
別
襯
察
に
薬
い
て
数
最
的
に

把
握
す
る
方
法
で
あ
る
た
め
、
北
づ
杜
会
的
集
閉
現
象
の
事
物

的
件
質
を
従
閉
表
章
と
し
、
そ
カ
に
存
在
の
本
質
的
条
作
た
ろ

時
川
…
的
、
む
所
的
規
牢
．
を
附
加
す
ネ
こ
－
一
し
に
よ
つ
て
、
集
団
構

成
填
素
（
統
計
単
伎
暮
Ｆ
チ
麦
二
５
一
オ
ま
ｏ
サ
）
の
数
を
隈
定
し



て
一
定
の
時
所
に
於
て
存
在
す
る
集
団
た
ら
し
め
、
次
に
杜
会

的
集
団
現
象
に
栽
て
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
諾
性
質
を
此
の
集

団
の
性
質
と
し
て
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か

く
て
始
め
て
杜
会
的
集
団
現
象
は
統
計
的
方
法
の
対
象
と
な
り

得
る
の
で
あ
つ
て
、
故
に
こ
れ
を
統
計
集
団
と
い
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
理
論
的
正
確
性
に
於
て
構
成
せ
ら
れ
た
統
計

集
団
は
、
そ
の
構
成
要
素
の
個
別
襯
察
を
可
能
な
ら
し
め
ね
ば

な
ら
な
い
た
め
に
、
統
計
単
位
の
実
際
観
察
が
可
能
で
あ
り
且

そ
れ
の
存
在
を
明
確
に
限
定
し
得
る
が
如
き
時
閥
的
、
場
所
的

規
定
に
変
吏
し
、
叉
統
計
集
団
の
性
質
も
個
六
の
統
計
単
位
に

就
て
そ
れ
の
所
有
の
状
態
（
質
的
性
質
に
就
て
は
所
有
の
有
無
、

最
的
性
質
に
就
て
は
発
現
の
程
度
）
を
、
正
確
に
観
察
し
得
る

が
如
き
具
体
的
規
定
に
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
統
計
壌
団
の
性
皿
の
う
ち
簾
団
の
性
質
の
種
類
を
表
す
如
き
概
念

　
を
「
簾
団
性
」
、
　
一
！
、
の
種
類
を
集
団
性
の
「
方
向
」
と
い
い
、
藁
団

　
性
を
上
位
概
念
と
し
そ
れ
に
．
よ
つ
て
総
播
さ
れ
る
よ
り
具
体
灼
な
諾

　
性
質
を
「
標
識
岩
ｇ
一
含
邑
・
」
と
い
う
。
例
え
ば
人
□
な
る
社
会
的

　
集
団
現
銀
の
有
す
る
一
性
質
で
あ
る
「
体
性
」
は
集
団
性
で
あ
リ
、

　
　
統
計
調
査
法

　
「
勇
」
及
び
「
女
」
は
そ
れ
に
．
従
属
す
る
標
識
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
根
本
的
に
は
統
計
集
団
の
理
論
的
構
成
、
印
ち
客

観
的
存
在
た
る
杜
会
的
集
団
現
象
の
理
論
的
把
握
に
於
け
る
調

査
者
の
観
点
の
妥
的
性
が
問
題
で
あ
る
が
、
荷
更
に
方
法
的
に

は
そ
れ
の
具
休
的
規
定
へ
の
改
革
は
、
劣
く
の
場
合
理
諭
的
統

計
集
聞
と
具
体
的
統
計
集
団
と
の
間
に
乖
離
を
生
ぜ
し
め
る
事

と
な
り
、
か
く
て
統
計
的
方
法
は
｝
発
点
に
・
於
て
事
実
を
歪
曲

し
た
も
の
を
対
象
と
し
て
持
つ
事
と
な
り
屠
い
の
、
て
あ
る
。
例

え
ば
工
業
平
均
賃
銀
を
求
め
る
場
合
理
論
的
統
計
集
閉
と
し
て

は
す
べ
て
の
工
場
の
労
働
考
を
以
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
統
計
的
襯
察
の
可
能
性
の
点
よ
り
従
業
員
三
十
人
以
上
Ｏ

比
較
的
大
き
な
工
場
の
労
働
者
の
み
を
以
て
具
体
的
統
計
拠
閉

を
構
成
す
る
が
如
き
こ
れ
で
あ
る
，
こ
の
時
得
ら
れ
た
平
均
賃

銀
は
労
働
条
件
ヤ
給
与
の
劣
愁
た
小
工
場
の
実
状
を
反
映
し
て

い
な
い
た
め
、
木
当
の
工
業
平
均
賃
銀
よ
り
も
若
干
尚
い
依
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
る
と
考
え
ら
■
れ
る
の
、
て
あ
る
　
救
に
統
計
の
信
械
性
（
階
級

性
、
欺
鵬
性
）
の
閉
題
が
発
生
す
る
根
拠
が
作
在
す
る
ｏ
で
あ

つ
て
、
統
計
Ｏ
利
用
に
際
し
て
最
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
三
三
三
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
三
号
）

　
か
く
て
統
計
的
方
法
の
対
象
が
決
定
す
る
と
、
次
に
統
計
集

団
の
有
す
る
諾
性
質
（
各
方
向
の
集
団
性
）
を
個
六
の
統
計
単

位
に
就
て
襯
察
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
個
別
襯
察
に
於
て
統
計

単
位
は
、
止
几
づ
一
方
向
の
集
団
性
に
就
て
そ
れ
の
有
す
る
具
体

的
性
質
を
欄
察
さ
れ
、
ン
、
ｏ
性
質
に
応
じ
て
標
識
が
与
え
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
一
個
の
統
計
単
位
は
順
次
集

団
性
の
方
向
丈
そ
れ
の
有
す
る
性
質
を
側
察
さ
れ
、
ン
、
れ
グ
、
れ

適
当
な
標
識
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

　
杜
会
的
集
嗣
現
象
の
統
計
的
襯
察
に
於
て
は
、
統
計
単
位
の

個
別
棚
察
は
当
該
現
象
に
関
聯
を
布
す
る
主
体
（
個
人
、
冊
体
）

を
逝
じ
て
の
み
な
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
統
計
集
冊
の
性

質
、
共
他
統
計
単
位
に
就
て
棚
察
せ
ん
と
す
る
事
項
を
主
要
内

容
と
す
る
調
査
禁
を
設
定
し
、
ユ
、
れ
を
個
六
の
被
調
査
考
に
配

付
し
て
洲
布
事
項
に
逃
宜
記
人
の
上
報
告
を
得
る
事
に
よ
つ
て

統
計
単
仇
の
側
炎
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
　
し
か
し
な
が
ら
被

調
査
者
と
調
布
考
と
は
一
定
の
杜
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
関

係
に
於
て
存
准
す
る
も
ｏ
な
ろ
Ｊ
．
に
め
、
調
査
事
項
が
経
済
的
、

道
徳
的
事
柄
の
如
き
被
調
査
考
の
社
会
生
沽
に
重
大
な
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
三
三
四
〉

及
ぼ
す
も
の
な
る
場
含
は
、
ン
、
の
報
皆
が
正
し
い
か
否
か
が
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

題
と
な
る
の
、
て
あ
り
、
葱
に
統
計
の
正
確
性
の
狐
了
味
の
最
大
の

根
拠
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
個
別
櫛
察
を
す
べ
て
の
統
計
単
位
に
枕
て
行
う

と
、
次
に
標
識
毎
に
ン
、
れ
を
有
す
る
統
計
単
伎
を
分
類
し
ン
、
の

数
を
合
計
す
る
事
に
よ
つ
て
、
各
標
識
を
同
じ
性
質
の
岨
－
位
の

数
に
よ
つ
て
具
体
的
に
規
定
す
る
の
で
あ
る
（
か
く
し
て
得
ら

れ
た
標
識
の
数
最
的
規
定
を
「
統
計
値
」
と
い
い
、
個
六
の
統

計
値
を
総
称
し
て
「
統
計
」
と
い
う
。
）

　
こ
の
統
計
的
規
定
を
少
け
た
諾
標
識
を
茱
岬
性
に
よ
つ
て
統

括
す
る
時
統
計
壊
閉
の
人
い
さ
が
明
ら
か
に
な
り
、
に
ン
、
れ
は

標
識
を
同
じ
く
す
る
統
計
｛
ド
位
の
小
朱
団
凧
ち
標
識
を
体
団
表

章
と
す
る
部
分
峡
団
に
分
割
さ
れ
て
そ
の
構
造
を
閉
ら
か
に
し
、

ン
、
れ
等
の
都
分
茱
閉
杣
入
の
乃
“
は
郁
（
竹
火
岬
の
統
計
卒
閉
企

体
に
対
す
る
数
壮
的
閑
係
に
よ
っ
て
、
　
一
、
向
に
公
け
る
統
計

共
閉
の
什
質
が
数
、
、
〃
的
に
｛
小
い
一
ざ
れ
ろ
ｏ
で
あ
ろ
こ
い
よ
う

な
統
計
集
閉
の
惟
一
一
心
分
析
に
よ
ろ
ン
、
ｏ
作
貫
ｏ
規
定
は
尖
川
仕

の
才
向
侮
に
行
わ
れ
、
吏
に
諦
方
向
ｏ
征
所
作
を
肌
介
せ
る
事



に
よ
つ
て
、
一
万
向
の
集
団
性
に
枕
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
統
計

集
団
の
構
造
は
更
に
他
の
方
向
の
集
団
性
に
関
し
て
構
造
的
分

析
せ
ら
れ
て
、
ン
、
の
性
質
の
詳
細
な
数
量
的
規
定
が
な
さ
れ
る

の
、
て
あ
る
。
最
後
に
す
べ
て
の
方
向
の
集
団
性
が
集
団
表
章
に

よ
つ
て
綜
合
さ
れ
る
事
に
よ
つ
て
、
統
計
集
団
の
諾
種
の
性
質

が
全
体
的
関
係
に
於
て
数
量
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

以
上
の
よ
う
な
統
計
集
団
の
分
析
は
概
念
に
よ
る
分
析
と
も
い

う
べ
く
、
現
象
の
性
質
桐
互
の
論
理
的
、
事
実
的
関
聯
を
基
礎

に
し
て
集
団
の
数
冊
一
的
な
分
析
、
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
統
計
集
団
の
性
質
は
部
分
集
団
杣
互
の
又
は
部
分
集

嗣
と
統
計
炎
嗣
全
体
と
の
数
最
的
関
係
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る

の
、
て
あ
る
が
、
ン
、
の
柵
互
関
係
の
概
棚
は
容
易
で
な
い
た
め
統

計
集
閉
の
性
質
の
簡
約
な
表
章
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
、
ン
、

し
て
そ
れ
は
・
茱
冊
性
が
質
的
な
性
質
の
場
合
に
は
、
各
標
識
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

有
す
る
統
計
｝
位
の
存
在
の
剖
合
即
ち
比
例
数
を
求
め
る
事
に

な
り
、
若
し
ン
、
れ
が
冊
的
な
件
質
の
場
令
に
は
、
す
べ
、
て
の
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
、
　
　
、

計
｝
伎
の
有
す
ろ
襟
識
即
ち
数
最
値
の
平
均
依
、
及
び
平
均
値

よ
り
各
標
識
（
数
姓
値
）
の
偏
椅
す
る
程
度
（
分
微
（
叉
は
標

　
　
統
計
調
査
法

準
偏
差
）
等
に
寸
つ
て
測
定
す
る
）
、
　
或
は
叉
各
数
量
値
を
有

す
る
単
位
の
数
の
変
化
の
状
態
即
．
ち
度
数
分
布
の
形
態
を
数
学

式
（
分
布
詞
数
）
に
よ
つ
て
表
現
し
、
更
に
〉
、
の
特
徴
を
ホ
す

値
歪
度
、
尖
峰
度
等
を
求
め
る
事
に
よ
つ
て
町
一
能
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
荷
統
計
の
数
侵
的
性
格
は
道
に
進
ん
で
複
雑
な
数
理
的
解
析

手
続
を
施
す
事
に
よ
つ
て
統
計
堆
閉
の
性
質
を
解
明
す
る
事
を

可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
統
計
集
団
の
分
析
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
Ｄ
　
　
、

数
学
的
蒲
理
に
近
、
ふ
れ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
た
め
、
数
理
に

よ
る
分
析
と
い
う
事
が
｝
釆
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
杜
会
的
集
閉
現
象
の
大
い
さ
並
に
件
質

を
数
督
一
的
に
清
沽
に
洲
査
、
分
析
す
る
統
計
的
方
渋
は
、
ン
、
Ｏ

方
法
的
手
続
逃
松
の
抑
質
に
よ
り
統
計
災
－
閉
の
捌
察
、
記
述
の

過
程
と
、
ン
、
の
氾
述
結
果
に
数
理
的
な
解
析
手
続
を
加
え
る
逃

程
と
に
分
け
る
事
が
岬
来
る
。
柿
考
は
入
壮
概
糸
の
過
私
、
後

者
は
統
計
解
析
の
逃
秋
と
い
わ
れ
、
ン
、
の
方
法
的
規
定
を
夫
く

「
大
虻
側
峯
法
く
；
。
ｎ
彗
一
・
８
一
・
一
己
き
星
彗
さ
彗
一
｝
Ｏ
」
「
統
計
解

析
法
冒
＆
さ
Ｐ
Ｃ
〕
葦
奉
｛
Ｏ
己
竃
身
、
多
」
と
い
う
。
ン
、
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
三
三
五
）
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大
量
観
察
の
成
果
た
る
統
計
を
「
基
礎
統
計
数
」
と
い
い
、
統

計
解
析
の
結
果
た
る
統
計
を
「
誘
導
統
計
数
」
と
い
う
。

　
　
間
接
大
量
襯
察
法

　
荷
大
量
襯
察
の
披
術
的
手
続
過
程
の
基
礎
で
あ
る
集
嗣
構
成

要
素
の
個
別
翻
察
が
、
統
計
調
査
夫
自
体
の
た
め
に
な
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
他
の
目
的
か
ら
調
査
、
記
録
せ
る
紳
果
、
例
え

ぱ
行
政
事
務
執
行
に
伴
つ
て
蒐
集
し
た
事
実
の
記
録
や
杜
会
等

の
艮
間
缶
種
事
業
の
記
録
を
以
て
代
用
し
、
ン
、
れ
よ
り
統
計
を

作
成
し
得
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
等
ｏ

人
□
動
態
統
計
は
何
れ
も
行
政
官
庁
へ
の
屑
出
の
締
果
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
荷
此
の
外
に
貿
易
統
計
、
金
融
統
計
、
所
得
統

計
等
多
く
の
統
計
が
こ
れ
に
よ
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
方
法
は
統
計
資
料
ｏ
蒐
集
が
閉
接
的
に
な
さ
れ
る
の
で

あ
る
た
め
「
…
…
接
大
量
棚
察
法
」
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
る
調
査

を
「
閉
接
調
有
」
叉
は
「
郁
二
義
統
計
調
査
」
、
　
こ
れ
に
よ
つ

て
得
ら
れ
た
統
計
を
「
第
二
義
統
計
き
斤
；
塞
；
ぴ
薫
奉
一
斤
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
三
三
六
）

と
い
う
。
　
（
従
つ
て
集
団
樺
成
要
素
の
個
別
襯
察
の
手
続
を
経

て
行
う
調
沓
を
〕
直
接
調
査
」
、
斗
、
れ
よ
り
得
ら
れ
る
統
計
を

「
第
一
義
統
計
…
一
；
一
ぎ
８
。
葦
葦
一
・
」
と
い
う
。
）

　
閉
接
大
量
襯
集
法
に
よ
る
時
は
利
用
す
る
記
録
が
原
調
査
に

よ
つ
て
絶
対
的
な
隈
定
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
必
ず
し

も
統
計
集
岡
の
規
定
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
叉
完
令
に

集
団
構
成
要
素
が
棚
察
さ
れ
て
い
ろ
か
は
疑
閉
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
第
二
義
統
計
の
価
値
は
白
か
ら
第
一

義
統
計
よ
り
も
劣
る
の
で
あ
る
　
し
か
し
な
が
ら
此
の
方
法
で

は
劣
∴
へ
の
労
力
と
費
用
を
必
要
と
す
る
大
最
槻
集
の
個
別
襯
察
、

分
類
、
集
計
の
彼
術
的
過
程
が
著
し
く
省
略
さ
れ
る
利
点
が
あ

り
、
原
調
査
に
於
て
ン
、
の
紳
果
の
統
計
作
成
へ
の
利
用
を
考
慮

し
て
調
査
、
記
録
を
行
う
事
に
よ
つ
て
正
微
な
第
二
義
統
計
の

獲
得
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
杜
会
的
尖
閉
現
象
の
謝
査
に
於
て

極
め
て
重
要
な
役
割
を
央
し
て
い
ろ
ｏ
で
あ
る
。

の
¢
　
統
計
ハ
．
信
姉
作
、
正
椎
性
に
枇
て
は
左
の
諾
書
に
詳
し
く
論
ぜ

　
ら
れ
て
い
る
、
、

　
茅
ド
催
二
二
統
計
“
汎
論
」
パ
編
第
一
章
第
一
鈴
本
未
の
統
計



　
蜷
川
虎
三
一
．
統
計
学
概
論
」
第
二
章
節
二
節
大
量
観
察
法
　
　
「
統
計

　
利
用
に
於
け
ろ
基
本
間
忍
」
箪
二
章
大
量
襯
秦
に
。
於
け
ヶ
理
論
と
技

　
い
吋
　
希

　
杉
栄
「
理
論
統
計
学
研
究
」
第
四
章
及
び
第
五
章
参
照

　
　
　
三
、
悉
皆
統
計
調
査
の
正
確
性

　
統
計
的
方
法
に
よ
ろ
杜
会
的
集
団
現
象
の
認
識
は
統
計
集
嗣

を
媒
介
と
し
て
の
み
行
わ
札
、
薮
に
統
計
の
信
慎
性
○
問
題
が

発
生
す
る
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
つ
た
。
ン
、
し
て
統
計
集
嗣
の
襯

察
は
集
団
構
成
要
素
の
個
別
襯
察
、
分
類
、
集
計
な
る
技
術
的

手
続
を
経
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
構
成
要
素
の
す

べ
て
を
洩
れ
な
く
禰
察
す
る
事
に
よ
っ
て
始
め
て
、
統
計
集
嗣

の
大
い
さ
並
に
構
造
ｏ
正
確
な
認
識
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
■

て
、
若
し
一
部
の
要
素
を
襯
察
対
象
よ
り
逸
す
る
な
ら
ば
ン
、
れ

の
正
確
な
認
識
は
得
ら
れ
な
い
ノ
・
あ
一
。
）
う
、
従
つ
て
杜
会
的
集

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

団
現
象
の
事
実
と
し
て
の
大
い
さ
煎
に
構
造
の
絶
対
数
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

記
述
即
ち
そ
れ
の
統
計
調
査
が
目
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
燦
閉

構
成
要
素
の
悉
く
を
数
え
上
げ
る
の
で
な
け
れ
ば
誤
差
の
な
い

正
確
な
統
計
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
社
会
的
焦

　
　
統
計
調
査
法

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
、

閉
現
象
の
調
査
方
汁
に
於
て
は
、
悉
皆
観
察
・
妻
チ
２
、
宣
己
ｏ

雰
◎
一
）
竃
事
一
長
が
原
則
と
な
ろ
の
で
あ
る
、

　
　
従
来
ド
イ
ツ
社
会
統
計
学
派
に
ー
於
て
は
大
量
観
察
法
、
従
つ
て
ユ
、

　
れ
を
包
摂
す
る
統
計
灼
方
法
は
悉
皆
観
察
を
ネ
、
の
本
質
的
条
件
と
し
、

　
悉
皆
性
を
練
く
も
の
は
そ
の
代
用
法
　
　
大
量
観
察
代
用
法
又
は
統

　
計
的
方
法
の
代
用
法
１
－
－
と
、
・
江
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
阜
、
れ
は
杜

　
会
的
集
団
説
象
の
統
計
調
査
に
．
於
て
は
悉
皆
襯
察
に
．
よ
つ
て
始
め
て

　
統
計
の
正
確
性
が
保
証
さ
札
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
々
、

　
の
事
よ
り
方
法
と
し
て
の
大
最
観
察
法
が
悉
皆
性
を
本
質
と
す
べ
き

　
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
ビ
，
に
め
一
」
、
我
女
は
大
最
観
察
法
は
！
、
の

　
語
義
通
リ
前
節
に
１
述
、
べ
た
如
を
方
法
手
続
に
ー
よ
る
集
団
考
ヲ
・
・
ｏ
の

　
観
察
方
法
で
あ
つ
て
、
悉
皆
槻
察
た
る
と
一
裕
翻
察
た
る
と
を
閑
は

　
な
い
も
の
と
舳
附
六
」
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
荻
に
「
杜
会
的
堆
閉
規
象
の
調
査
方
法
に
於
て
は
」
と
は
、

若
し
杜
会
的
集
冊
現
象
の
一
般
的
件
質
、
規
稚
性
ｏ
研
沈
が
日

的
で
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
統
計
堆
閉
推
成
慎
素
の
悉
皆

観
察
が
統
計
の
正
確
性
を
保
証
す
る
所
以
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
蓋
し
、
杜
会
的
従
嗣
規
象
の
一
般
的
性
質
、
規
体
性
を
研

究
せ
ん
と
す
る
場
含
、
統
計
的
市
法
ｏ
対
象
た
る
統
計
集
所
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
三
三
七
）
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そ
の
杜
会
的
集
団
現
象
の
特
定
の
時
所
に
於
け
る
状
態
を
表
す

に
過
ぎ
な
い
た
め
、
仮
令
此
の
統
計
集
団
を
悉
皆
襯
察
す
る
も

矢
張
り
そ
の
杜
会
的
集
団
現
象
の
一
部
分
の
観
察
に
過
ぎ
ず
、

故
に
こ
の
現
象
の
一
般
性
、
規
律
性
の
認
識
の
正
確
性
を
絶
対

的
に
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
休
統
計
的
方
法

に
よ
る
杜
会
的
集
団
現
象
の
一
般
性
、
規
律
性
の
認
識
の
可
能

件
の
根
拠
は
大
数
法
則
の
作
用
に
よ
る
の
で
あ
つ
て
、
大
数
法

則
が
作
用
す
る
の
に
十
分
な
丈
〃
数
の
現
象
を
焦
用
的
に
棚
察

す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
劣
数
の
現
象
の

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、

堆
団
的
側
察
の
可
能
な
極
隈
が
統
計
共
団
の
全
都
槻
察
で
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
従
つ
て
こ
の
場
合
に
は
統
計
集
団
の
悉
皆
概
察

は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
杜
会
的
集
嗣
現
象
の
一
般
性
、
規
律
性
の
認
識
は
平

均
値
、
比
例
数
等
の
誘
導
統
計
値
に
よ
つ
て
の
み
可
能
で
あ
つ

て
、
そ
の
絶
対
的
な
大
い
さ
を
表
す
基
礎
統
計
数
に
よ
つ
て
は

不
可
能
な
場
合
が
多
い
。
ン
、
れ
は
同
じ
社
会
的
壊
団
現
象
と
雛

も
時
所
を
火
に
す
る
に
従
つ
て
そ
の
人
い
さ
は
必
ず
し
も
同
一

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
杜
会
的
集
団
現
象
を
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
三
三
八
）

対
値
に
於
て
問
題
に
す
る
の
で
は
な
い
な
ら
ば
、
悉
皆
観
察
の

結
果
に
略
等
し
い
縞
果
を
一
部
分
の
み
の
観
察
に
よ
つ
て
も
得

る
事
が
出
来
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
事
は
数
学
上
の
大
数
法
則

に
よ
つ
て
数
理
的
に
証
明
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
特
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、

時
所
に
於
け
る
杜
会
的
集
団
現
象
の
絶
対
的
な
大
い
さ
並
に
構

造
の
把
撮
が
目
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
部
槻
察
に
よ
つ
て
は

誤
差
の
な
い
値
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
従
つ
て
悉

皆
勧
察
は
本
質
的
な
条
件
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
杜
会
的
集
団

現
象
の
事
実
的
認
識
が
平
均
値
、
比
例
数
等
に
よ
つ
て
行
わ
れ

る
限
り
に
於
て
は
、
統
計
調
査
は
都
分
槻
祭
の
方
法
に
よ
る
事

が
出
来
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
事
は
後
節
標
木
調
査
法
に
於
て

考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
杜
会
的
依
閉
猟
象
の
統
計
調
査
ｏ
実
際
に
於
て
は
、

悉
皆
襯
察
は
大
最
槻
察
の
技
術
的
過
程
に
於
け
る
誤
差
の
発
生

を
激
化
し
、
従
つ
て
必
し
も
止
確
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
は
限

ら
な
い
Ｏ
で
あ
り
、
ン
、
し
て
悉
皆
繍
察
Ｏ
実
行
は
多
大
Ｏ
費
用
、

労
力
及
び
円
時
を
必
要
と
す
る
た
め
複
雑
な
調
査
は
、
困
搬
で
あ

り
、
こ
れ
等
の
犠
牲
と
の
関
聯
に
於
て
（
悉
皆
）
統
計
調
査
ｏ



相
対
的
に
不
可
能
な
現
象
が
多
く
存
在
す
る
○
、
て
あ
る
。
し
か

し
そ
の
よ
う
な
現
象
に
就
て
の
統
計
的
認
識
の
必
要
件
は
大
で

あ
る
た
め
、
仮
令
理
冷
的
に
は
誤
茅
が
存
布
す
る
に
し
て
も
統

計
調
査
の
芥
易
な
非
悉
皆
的
方
法
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
注
意
す
べ
き
は
仮
令
誤
兼
の
あ
る
統
計

と
難
も
、
そ
の
統
計
の
利
用
目
的
に
鑑
み
て
そ
の
程
度
の
誤
差

は
詐
容
し
得
る
隈
り
に
於
て
は
十
分
正
確
で
あ
る
と
云
え
る
の

で
あ
つ
て
、
統
計
の
正
確
性
は
誤
差
の
有
無
の
み
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
が
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
悉
皆
調
沓
は
原
理
的
に
は
誤
藻
を
伴
わ
な
い
正
確
な
統
計
を

獲
得
せ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
上
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
そ
れ
は
何
に
よ
る
の
で
あ
る
か
、
そ

の
根
源
を
正
確
に
認
識
す
る
事
は
、
悉
皆
調
査
の
誤
差
を
滅
少

せ
し
め
て
よ
り
正
確
な
統
計
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
柄

で
あ
る
、
故
に
次
に
そ
れ
を
考
察
し
よ
う
。

　
大
休
統
計
Ｏ
以
茅
は
、
杜
会
的
火
嗣
硯
象
Ｏ
統
計
集
団
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、

規
定
に
際
し
て
の
両
者
の
乖
離
に
於
て
統
計
の
信
頼
性
と
し
て

　
　
統
計
調
査
法

問
題
に
な
り
、
次
に
統
計
集
団
構
成
要
素
の
個
別
観
察
、
分
類
、

集
計
の
技
術
的
手
続
の
実
行
に
伴
つ
て
発
生
す
る
誤
謬
に
就
て

、
　
　
Ｄ
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

統
計
の
正
確
性
と
し
て
問
題
に
さ
れ
る
の
，
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
大
量
翻
察
法
は
そ
れ
白
体
の
う
ち
に
統
計
の
誤
兼
を
生
ぜ
し

め
る
根
拠
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
悉
皆
観
察
の
場
合

に
は
如
何
に
現
れ
る
か
を
考
察
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
杜
会
的
集
団
現
象
は
広
大
な
地
域
に
亘
つ
て
非
常
に
多
く
の

要
素
よ
り
構
成
さ
れ
て
存
在
し
、
そ
れ
の
統
計
的
襯
察
は
当
該

現
象
に
関
聯
を
有
す
る
主
休
を
通
じ
て
調
査
票
に
よ
つ
て
た
さ

れ
る
の
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
調
査
胃
、
の
協
働
と
そ
れ
を
効
果

的
た
ら
し
め
調
査
菓
の
円
滑
な
連
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
統
計

調
脊
機
関
の
組
織
の
整
備
、
発
達
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

従
つ
て
杜
会
的
壊
団
現
象
の
悉
皆
統
計
調
企
の
実
行
は
多
数
の

人
員
と
劣
額
の
費
用
を
必
要
と
し
、
故
に
構
成
更
素
の
個
別
襯

察
に
多
く
の
手
数
を
要
す
る
よ
う
た
複
雑
な
専
項
の
調
査
は
、

仮
令
理
諭
的
に
は
悉
皆
側
楽
、
が
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ

に
要
す
る
犠
牲
Ｏ
た
め
に
実
際
上
は
到
底
不
可
能
、
て
あ
る
Ｌ
そ

し
て
大
量
観
察
法
の
直
接
の
対
象
で
あ
る
統
計
集
冊
は
、
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
三
三
九
）



　
　
・
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
三
号
）

的
集
団
現
象
を
統
計
的
鶴
察
即
ち
集
団
構
成
要
素
の
個
別
観
察

を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
に
規
定
し
た
も
の
、
て
あ
る
が
、
此
の

個
別
的
観
察
の
可
能
性
は
個
女
の
統
計
調
査
に
於
て
は
只
単
に

技
術
的
な
可
能
性
の
み
な
ら
ず
、
更
に
実
際
の
個
別
観
察
手
続

の
遂
行
に
要
す
る
労
力
、
費
用
と
の
関
聯
に
於
て
問
題
と
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
つ
て
統
計
集
団
は
杜
会
的
集
団

現
象
の
調
査
の
目
的
に
鑑
み
て
、
そ
の
杜
会
に
於
け
る
個
別
襯

察
技
術
の
発
達
の
程
度
を
基
礎
に
し
て
、
与
え
ら
れ
エ
ー
こ
労
力
と

費
用
と
に
よ
り
悉
皆
槻
察
の
可
柁
な
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
の
で

あ
つ
て
、
か
く
て
恐
皆
統
計
調
査
に
用
い
得
る
労
力
、
費
用
が

十
分
で
な
い
な
ら
ぱ
杜
会
的
然
冊
現
象
と
統
計
菓
団
と
の
乖
雛

が
著
し
く
な
り
、
杭
計
の
信
娯
、
性
を
害
う
可
能
性
が
増
大
す
る

の
で
あ
ろ
、

　
ン
、
し
て
統
計
俵
閉
○
実
際
的
襯
察
の
過
程
即
ち
大
埴
襯
察
の

抜
術
的
手
続
過
根
は
、
多
く
の
調
査
員
の
協
働
の
下
に
、
調
査

禁
に
よ
る
調
査
主
体
と
一
定
の
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
関

係
に
於
て
あ
る
被
調
査
者
よ
り
の
報
肯
と
し
て
な
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
事
よ
り
種
六
の
誤
差
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
三
四
〇
）

る
。
即
ち
前
節
に
於
て
述
べ
た
よ
う
に
調
査
事
項
に
よ
っ
て
は

報
告
内
容
の
真
偽
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
勿
論
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
識
的
な
誤
謬
の
外
に
荷
調
査
票
へ
の

記
入
に
際
し
て
の
無
意
識
的
な
誤
記
、
脱
漏
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
叉
問
題
に
よ
つ
て
は
調
査
員
の
側
よ
り
す
る

被
調
査
者
へ
の
影
響
が
誤
れ
る
報
告
を
生
ぜ
し
め
る
恐
れ
が
多

分
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
襯
察
の
誤
謬
特
に
最
後

の
誤
り
の
如
き
は
、
調
査
稟
の
表
現
形
式
を
工
夫
し
た
り
調
査

員
を
訓
練
す
る
事
に
よ
つ
て
或
る
程
皮
回
避
す
る
事
が
可
能
、
て

あ
る
が
、
悉
杵
棚
察
の
場
合
の
よ
う
に
被
調
査
者
が
広
範
開
に

樋
め
て
劣
数
存
在
し
、
従
っ
て
〃
く
の
調
査
員
を
動
員
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
時
に
は
、
調
査
員
の
質
も
不
揃
に
な
り
そ
の
教

育
も
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
叉
調
査
員
の
被
調
査
者
の
報
告
に
対

す
る
注
意
、
指
導
も
行
朋
か
な
い
た
め
に
こ
れ
等
の
襯
察
の
誤

謬
は
極
め
て
大
と
な
る
の
で
あ
る
、
そ
し
て
叉
個
別
槻
察
緒
果

の
分
類
、
集
計
に
於
て
も
、
如
何
に
正
確
に
そ
れ
を
行
わ
ん
と

し
て
も
老
大
た
資
料
の
分
類
、
討
算
に
は
訣
謬
が
当
然
に
発
生

す
る
で
あ
ろ
う
。



　
か
く
て
大
量
襯
察
の
毅
術
的
過
程
に
於
て
は
与
く
の
誤
差
が

発
生
寺
る
可
能
性
が
存
在
す
る
の
、
で
，
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
う
ち

正
確
な
ら
ん
と
し
つ
つ
も
無
意
識
的
に
発
生
す
る
誤
謬
の
大
部

分
（
例
え
ば
誤
記
、
計
算
聞
違
等
の
如
き
も
の
）
、
　
は
観
察
対

象
の
数
が
多
く
な
る
に
従
つ
て
誤
差
法
則
に
基
い
て
椙
殺
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
悉
皆
観
察
の
縞
果
に
於
て
は
略
六
消

失
す
る
と
看
傲
す
事
が
出
来
る
が
、
中
に
は
不
正
中
告
の
如
き

意
識
的
誤
謬
と
同
様
に
襯
察
結
果
の
綜
合
に
於
て
、
誤
羨
と
し

て
一
定
の
享
易
偏
り
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
つ

て
（
例
え
ば
調
査
員
が
被
調
査
者
に
与
え
る
影
響
や
次
に
述
べ

る
申
告
洩
れ
等
）
そ
れ
等
に
よ
る
誤
葦
は
襯
禁
対
象
の
数
の
増

大
と
共
に
益
六
激
し
く
な
り
悉
皆
調
査
に
於
て
極
隈
に
逢
す
る

の
で
あ
る
、

　
ン
、
し
て
槻
察
さ
る
べ
き
対
象
は
非
常
に
〃
く
存
布
す
ろ
の
で

あ
る
か
ら
先
全
に
凡
て
を
据
え
る
事
は
決
し
て
容
易
な
事
柄
で

は
芹
、
く
、
被
調
－
査
の
脱
落
、
統
計
一
｝
位
の
観
察
洩
れ
は
当
然
に

予
撫
す
、
一
、
き
で
あ
り
、
荷
更
に
被
調
査
考
の
都
合
に
よ
り
調
査

票
の
報
告
が
得
ら
れ
ず
、
或
は
叉
著
し
く
遅
延
し
た
た
め
集
計

　
　
統
計
調
査
法

に
聞
に
含
わ
な
い
事
は
統
計
調
査
の
実
際
に
於
て
は
必
ず
生
ず

ろ
も
○
ノ
ー
．
あ
／
て
、
こ
、
ｏ
係
川
ｎ
穴
〕
考
一
〇
篶
丁
小
は
｝
秘
め
て
困
一
難
た

事
柄
で
あ
る
、
ン
、
し
て
こ
れ
等
○
襯
集
の
欠
除
は
翻
察
対
象
の

数
が
増
大
す
る
に
従
つ
て
よ
り
大
と
な
る
た
め
、
悉
皆
調
査
と

維
も
完
全
に
悉
皆
性
が
確
保
さ
れ
る
事
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
つ

て
、
こ
○
点
よ
り
し
て
も
釆
川
皆
預
察
Ｏ
結
果
は
誤
差
を
有
す
る

の
，
で
，
あ
二
わ
。

　
そ
し
て
個
別
観
察
の
結
果
の
分
類
、
集
計
手
続
の
実
行
に
は

多
く
の
人
手
と
梢
当
の
ほ
時
を
必
要
と
す
ろ
の
で
あ
つ
て
、
統

計
調
査
が
悉
皆
槻
察
に
よ
る
時
は
そ
の
老
大
な
襯
禁
結
果
を
確

理
し
て
統
計
を
獲
得
す
る
迄
に
は
極
め
て
長
い
瑚
閉
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
統
計
機
械
の
発
一
達
は
そ
れ
を
著
し

く
短
締
せ
し
め
た
と
は
い
え
付
此
の
欠
点
を
除
去
す
ろ
迄
に
は

至
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
、
従
つ
て
社
会
的
集
閉
凧
象
が
変
化

の
漱
し
い
現
象
で
あ
る
場
合
に
は
、
悉
抑
統
計
調
査
が
十
分
の

労
力
、
費
用
を
以
て
し
又
如
何
に
大
冊
爾
察
の
抜
術
的
過
秘
が

正
確
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
統
計
が
得
ら
れ
た
時
に
は
既
に

斗
、
の
値
は
災
な
る
過
去
の
事
．
実
を
物
語
る
も
の
と
し
て
の
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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立
命
館
経
済
挙
（
第
一
巻
・
第
三
晋
）
．

し
か
な
く
、
現
在
の
正
確
な
状
態
を
知
る
手
掛
り
と
は
な
り
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
Ｄ

な
い
事
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
悉
皆
調
査
は
時
の
遅

か
に
よ
る
統
計
の
誤
差
を
大
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
実
際
生
活

の
指
針
を
得
る
た
め
の
統
計
の
利
用
の
上
か
ら
は
必
ず
し
も
正

確
な
方
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
大
最
械
察
の
技
術
的
手
続
過
程

に
於
て
は
必
然
的
に
誤
差
が
発
生
す
る
の
、
て
あ
る
が
、
こ
れ
等

の
誤
差
の
大
い
さ
に
就
て
は
そ
れ
を
測
る
客
襯
的
な
尺
度
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
。
熟
練
せ
る
統
計
家
に
よ
れ
ば
或
る
程
度

そ
れ
を
推
定
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
正
確
に

示
す
事
は
不
可
能
で
あ
り
主
槻
的
な
評
価
に
れ
う
と
こ
ろ
が
樋

め
て
大
、
て
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
等
の
誤
詐
、
は
理
論
的
に
は
誤
兼
を
有
し
な
い
筈

の
悉
杵
襯
察
に
よ
つ
て
却
つ
て
増
大
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ

て
、
む
し
ろ
理
諭
的
に
は
誤
兼
を
伴
う
非
悉
作
的
な
一
部
概
察

○
ナ
法
に
よ
ろ
峠
は
減
少
せ
し
め
ろ
卒
が
い
十
い
一
、
、
と
劣
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
　
こ
の
よ
う
に
一
芯
皆
調
布
に
よ
１
て
も
必
ず
し
も

誤
差
の
な
い
伎
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
と
、
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
三
四
二
）

目
的
よ
り
し
て
許
容
し
得
る
範
囲
の
誤
差
の
統
計
で
あ
る
な
ら

ば
そ
れ
は
止
確
で
あ
る
と
い
え
る
、
て
あ
ろ
う
。
従
つ
て
統
計
の

正
確
性
は
只
単
に
得
ら
れ
た
数
字
の
誤
美
の
絶
対
的
な
大
い
さ

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
の
利
用
価
値
と
羊
、
れ
の
獲
得
に
要
す
る
犠

牲
と
を
併
せ
考
慮
し
て
、
こ
れ
等
の
綜
合
に
於
て
考
え
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
一
問
題
で
あ
る
事
が
判
る
の
、
て
あ
る
、
一

　
か
く
て
芥
皆
統
計
調
査
は
実
際
上
は
必
ず
し
も
社
会
的
集
団

現
象
の
正
確
な
統
計
を
作
成
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
程
度
を
測
る
手
段
の
な
い
誤
兼
を
含
む
値
が
得
ら
れ
る
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
以
上
の
大
量
欄
察
に
於

て
発
生
す
る
誤
差
は
、
調
査
事
項
が
非
常
に
簡
単
、
明
白
な
事

柄
で
あ
り
Ｈ
多
大
の
労
力
、
致
川
を
用
い
得
る
時
は
極
度
に
減

少
せ
し
め
る
事
が
可
能
、
て
あ
る
た
め
、
悉
皆
統
計
洲
査
は
社
会

的
集
団
現
象
の
大
い
さ
並
に
推
逃
に
枕
て
の
組
対
的
に
正
確
な

値
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
　
今
〔
セ
ン
サ
ス
（
一
ｃ
豪
豪
と
し
て
悉

｝
育
利
洲
企
ヅ
仁
／
」
わ
れ
て
い
る
Ｏ
は
十
と
し
て
こ
の
よ
う
た
場
人
□
で

あ
る
、

○
　
セ
ン
サ
ス
は
元
来
人
ロ
ヅ
旭
の
政
挾
的
悉
皆
洲
査
却
ち
旧
勢
調
査



を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
巨
で
は
人
口
静
態
の
外
に
１
特
定
特
点

に
於
け
る
諾
種
の
杜
会
現
象
の
悉
皆
調
査
を
も
セ
ン
サ
ス
と
い
う
よ

う
に
１
な
っ
た
（
例
え
ば
農
業
セ
ン
サ
ス
、
工
業
セ
ン
サ
ス
、
商
業
セ

ン
サ
ス
等
）
、
、
　
し
か
し
唯
単
に
セ
ン
サ
ス
と
い
え
ば
国
勢
調
査
を
い

う
の
で
あ
る
。

四
、
共
他
の
統
計
調
査
法

　
我
六
の
認
識
の
目
的
が
社
会
的
集
団
現
象
の
事
実
と
し
て
の

大
い
さ
並
に
構
造
の
把
握
に
あ
る
時
は
最
も
正
碓
な
方
法
は
芯

皆
調
査
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
劣
く
の
労
力
、
費
用
並
に
日
時
を

必
要
と
す
る
た
め
実
行
が
困
難
で
あ
り
、
且
実
際
上
は
必
ず
し

も
正
確
な
緒
果
が
得
ら
れ
る
と
は
隈
ら
な
い
の
で
あ
つ
た
、
，
し

か
し
社
会
的
、
経
済
的
坐
活
の
実
践
に
於
け
る
社
会
的
集
雨
現

象
の
実
情
の
把
握
の
重
要
性
は
、
絶
対
的
に
正
確
な
値
で
．
は
な

く
多
少
の
誤
差
を
有
す
る
と
も
、
容
易
に
迅
速
且
低
喉
に
又
信

碩
性
の
人
な
る
統
計
の
獲
得
を
必
要
と
す
る
の
イ
．
あ
ろ
。
此
の

た
め
に
と
ら
れ
る
方
汁
に
は
一
．
推
算
コ
○
ｏ
麦
ｓ
昌
串
２
幸
一
崖
け
｛
ｃ
旦

と
「
標
大
調
査
ｑ
一
チ
〇
一
５
完
８
一
・
着
プ
芦
一
箏
胴
（
一
部
調
香
、
－
一
？

　
　
　
　
　
　
　
　
註

一
曾
訂
７
冒
晩
）
」
が
あ
ー
る
。

　
　
統
計
調
査
法

　
推
算
は
既
知
の
統
計
よ
り
数
理
的
、
計
算
的
に
新
し
い
統
汁

を
作
成
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
集
団
構
成
姿
素
Ｏ
個
別
襯
察
の

方
法
手
続
を
含
ま
な
い
た
め
に
統
計
解
析
法
的
な
方
渋
と
い
う

事
が
出
来
、
標
木
調
査
（
一
部
調
査
）
は
杜
会
的
集
団
現
象
の

一
部
分
を
大
量
覇
察
手
続
に
よ
つ
て
集
嗣
的
に
棚
察
し
、
統
計

を
獲
得
す
る
方
法
で
あ
る
た
め
に
多
分
に
大
量
観
察
法
的
な
方

法
で
あ
つ
て
、
故
に
両
者
は
そ
○
方
渋
的
性
質
を
異
に
す
る
の

、
て
あ
る
、
従
つ
て
推
算
は
（
芥
皆
襯
察
の
み
た
ら
ず
仮
令
一
部

槻
察
、
て
あ
つ
て
も
）
大
量
襯
察
渋
に
よ
つ
て
把
握
す
る
事
の
不

可
能
な
、
叉
は
困
難
な
杜
会
的
集
嗣
現
象
に
就
て
極
め
て
有
用

な
統
計
的
認
識
の
方
法
で
あ
り
、
標
本
調
査
（
一
部
調
査
）
は

大
量
観
察
法
に
よ
つ
て
把
握
し
得
ろ
が
、
界
音
概
修
に
よ
る
た

め
桐
対
的
に
不
可
能
乃
茉
は
困
雑
な
場
合
に
重
要
な
統
計
調
査

○
方
法
で
あ
る

　
辻
ル
　
ア
ン
ケ
ー
ト
一
、
〕
旨
一
竈
？
ｏ
（
｛
廿
閑
柵
刈
脊
二

　
　
俳
…
従
－
来
は
こ
れ
等
の
外
に
ア
ン
ケ
ー
ト
プ
）
李
げ
ら
れ
る
の
プ
並
∴
旭

　
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
し
ア
ン
ケ
ー
ト
は
礼
、
灸
灼
集
け
班
象
の
徴
最

　
的
な
把
撮
を
目
的
と
す
ろ
の
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
杜
会
”
集
団

　
現
象
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
．
ン
、
れ
と
特
別
の
利
容
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
三
四
三
）
．
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有
す
る
者
乃
至
は
そ
の
方
衝
の
専
門
的
脅
識
を
有
す
る
者
に
ー
、
　
一
定

の
事
項
に
ー
就
て
一
一
へ
、
の
知
る
と
こ
ろ
を
間
合
せ
る
方
法
で
あ
る
、
一
ア
ン

ケ
ー
ト
に
１
よ
つ
て
は
杜
会
的
集
団
現
象
又
は
ン
、
の
部
分
集
団
現
象
の

大
い
さ
を
示
す
統
計
を
得
る
蓼
が
串
来
な
い
た
め
、
こ
牝
は
大
量
観

察
法
徒
つ
て
又
統
計
灼
方
法
の
一
種
と
霜
依
す
る
は
出
来
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
つ
て
、
一
一
へ
の
緕
果
は
杜
－
会
的
集
団
堤
募
の
理
諭
的
把
握
の
た
め
の

一
責
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
た
め
、
大
量
－
編
察
の
補
完
的
な
方
演
・
、
」

見
る
、
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
…
推
　
　
算

　
批
算
は
、
以
る
杜
会
的
集
団
刃
一
象
の
大
い
さ
叉
は
ン
、
○
部
分
火

嗣
現
象
Ｏ
大
い
さ
を
、
既
姉
り
ン
、
の
焚
■
現
象
を
表
す
純
計
、

又
は
当
該
尖
冊
現
象
と
密
接
な
関
聯
を
有
す
■
る
他
の
社
会
的
災

閉
規
象
な
火
す
統
計
を
利
用
し
て
、
未
幻
の
集
用
と
既
知
の
集

閉
と
Ｏ
閑
、
り
一
定
Ｏ
八
体
的
な
関
係
を
辿
つ
て
計
算
的
に
、
水
め

る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
推
算
の
可
能
作
は
、
社
会
的
火

閉
現
象
は
〃
く
の
仙
の
現
象
と
杣
万
に
閑
係
を
有
し
形
響
し
介

い
乍
ら
一
、
什
在
し
少
成
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
も
ｏ
な
ろ
た
め
、
直

稜
杜
会
的
集
閉
規
象
を
概
崇
し
一
、
、
＼
と
も
、
そ
れ
と
裕
接
｛
、
へ
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
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聯
を
有
す
る
諾
要
凶
の
大
い
さ
及
び
丑
、
の
変
動
状
態
を
正
確
に

知
る
な
ら
ば
、
双
市
一
の
事
宍
的
関
係
を
辿
る
事
に
よ
つ
て
ン
、
の

杜
会
的
集
閉
珂
象
の
人
い
さ
を
推
定
す
る
事
は
可
能
、
て
あ
ろ
う

し
、
又
杜
会
的
集
閉
毘
象
夫
白
．
牢
○
発
異
は
連
続
的
に
行
わ
れ

る
場
合
が
劣
い
た
め
に
、
一
〆
、
○
大
い
さ
の
既
知
の
動
き
よ
り
未

知
の
大
い
さ
を
推
定
す
る
事
、
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
事
に
よ
る
の

で
あ
る
。

　
推
算
の
推
理
方
式
即
ち
計
算
方
式
は
、
統
計
的
に
既
知
の
杜

会
的
集
閉
と
今
知
ら
ん
と
す
る
夫
と
○
間
の
実
際
的
な
関
係
に

よ
っ
■
て
規
一
パ
、
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
ｏ
ノ
ー
、
あ
ろ
が
、
ン
、
れ
は
当
該

現
象
に
挑
て
○
科
学
的
智
識
に
よ
る
両
壊
団
規
象
閉
の
理
論
的

関
係
に
茶
い
て
決
定
さ
礼
る
か
、
叉
は
過
，
去
１
の
統
計
的
関
聯
を

示
す
依
ヤ
寸
稚
式
に
よ
っ
て
与
え
し
れ
る
の
で
、
あ
る
。
例
え
ぱ

一
定
時
ヒ
八
に
於
け
る
粋
態
的
山
，
へ
人
□
現
象
Ｏ
芯
皆
大
杖
刷
察
で

あ
ろ
、
旧
勢
調
査
は
、
ど
の
旧
に
於
て
も
．
允
年
乃
至
十
年
毎
に
行

わ
れ
ろ
た
め
、
そ
の
中
閉
年
度
の
人
ｎ
は
推
算
に
よ
つ
て
求
め

ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
推
計
人
口
）
。
　
此
の
時
人
口

理
拘
に
茶
い
て
、
実
際
の
同
勢
洲
介
人
口
に
年
閉
の
共
後
の
川

■



生
、
、
死
亡
の
差
及
び
移
出
入
の
差
を
加
滅
し
て
期
末
人
口
を
推

算
す
る
と
い
う
推
理
方
式
は
前
者
の
例
で
あ
り
、
叉
は
数
理
的

に
両
調
査
年
度
の
調
査
人
口
よ
り
ン
、
の
聞
の
年
平
均
増
加
率
を

（
幾
何
平
均
的
に
）
求
め
、
そ
の
増
加
率
を
用
い
て
中
間
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ

の
人
口
を
推
算
す
る
方
式
は
後
者
の
例
、
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
か
く
し
て
決
定
さ
れ
る
両
集
団
現
象
間
の
関
聯
は
統
計
集
団
間
の

　
、
　
　
、

　
関
係
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
、
そ
の
雅
理
方
式
よ
り
決
る
計
算

　
方
式
に
１
は
統
計
集
団
を
表
す
統
計
値
が
当
撤
め
ら
江
る
の
で
あ
る
事

　
よ
リ
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
推
算
は
両
集
団
間
の
理
論
的
乃
至
は
統
計
的
関
係
に
よ
つ
て

決
定
さ
れ
た
一
定
の
計
算
方
式
に
、
既
得
の
統
計
値
を
代
入
し

て
計
算
を
行
う
事
に
よ
つ
て
統
計
を
求
め
る
方
法
で
あ
る
た
め
、

ン
、
の
結
果
の
正
確
性
は
、
先
ず
算
定
の
基
礎
と
な
る
統
計
値
が

正
確
な
る
も
Ｏ
で
あ
る
事
と
、
次
に
千
知
の
壊
冊
凧
象
と
統
計

的
に
既
知
の
統
計
尖
団
と
の
閑
Ｏ
関
係
Ｏ
規
定
、
却
ち
計
算
方

式
が
正
し
い
事
に
依
、
存
す
る
の
で
あ
る
、

　
こ
の
う
ち
後
考
の
条
件
は
極
め
て
重
要
イ
．
あ
つ
ー
て
、
推
算
が

往
人
に
し
て
「
数
字
の
独
り
歩
き
」
に
陥
り
「
数
宇
の
遊
戯
」

　
　
統
計
調
査
法

と
な
る
危
険
性
の
根
拠
は
救
に
存
す
る
の
イ
、
あ
る
。
推
理
方
式

が
密
接
な
関
聯
を
有
す
る
現
象
の
す
べ
て
を
統
計
集
嗣
間
の
関

係
と
し
て
、
且
実
際
に
よ
く
妥
当
せ
る
関
係
に
於
て
考
慮
に
取

入
れ
た
も
の
、
て
あ
る
な
ら
ば
、
ユ
、
れ
に
よ
る
計
算
方
式
は
正
確

な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
場
合
は
そ

の
様
な
必
要
な
関
聯
一
の
■
す
べ
て
を
考
慮
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
一

り
、
又
＞
、
の
計
算
に
必
要
左
統
計
で
利
用
し
得
な
い
も
の
が
多

く
あ
る
た
め
、
却
つ
て
複
雑
な
計
算
方
式
程
ン
、
の
結
果
は
危
険

で
あ
る
の
が
実
情
で
あ
■
る
。
叉
推
理
方
式
が
逃
去
の
統
計
的
な

規
律
的
関
係
に
基
く
時
は
、
ン
、
の
関
係
は
哨
に
過
去
の
事
実
に

於
て
一
般
的
に
見
ち
れ
た
縞
果
ゴ
て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ

て
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
於
て
も
絶
対
的
に
妥
当
す
る
そ
の
現

象
の
普
遍
的
な
数
号
一
的
閑
係
と
石
微
し
得
る
宍
質
的
な
基
淋
．
が

薄
瑚
で
あ
る
人
」
め
、
こ
ｏ
推
珊
方
式
ｏ
価
値
は
理
流
的
推
算
よ

り
－
も
む
し
ろ
低
い
と
い
わ
ね
一
一
｛
た
ら
一
ぬ
。
故
に
推
算
の
納
果
に

は
厳
密
な
正
卯
甘
は
決
し
て
望
め
な
い
Ｏ
ノ
・
あ
’
つ
て
、
仮
令
正

確
な
値
と
い
つ
て
も
一
、
一
、
れ
は
概
数
と
し
て
の
み
い
い
得
る
に
逃

ぎ
な
い
の
ノ
」
あ
り
、
叉
ン
、
の
誤
永
の
測
定
は
到
底
不
可
能
ノ
し
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
三
四
五
）
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る
。　

又
推
算
の
基
礎
に
な
る
統
計
値
が
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
は
い
う
迄
も
な
い
が
、
若
し
ン
、
れ
に
直
接
調
査
に
よ
つ
て

得
ら
れ
た
値
で
な
く
推
算
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
も
の
を
利
用
す

る
場
合
、
特
に
同
じ
計
算
方
式
に
よ
つ
て
推
算
を
繰
返
し
て
行

く
時
は
、
一
定
の
傾
向
○
組
織
的
な
推
算
の
誤
差
が
累
積
さ
れ

て
行
く
た
め
に
、
適
当
な
時
期
に
直
接
調
査
を
行
つ
て
基
礎
資

料
を
正
確
な
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
推
算
は
正
確
な
値
を
得
る
も
の
で
は
な
い
が
、

人
量
襯
察
法
に
よ
ら
ず
に
杜
会
的
集
団
現
象
の
統
計
的
推
定
を

可
能
な
ら
し
め
る
方
法
で
あ
る
た
め
、
社
会
的
集
団
現
象
の
将

來
の
状
態
の
予
想
（
又
は
過
去
の
状
態
の
推
定
）
に
も
応
哨
す

る
事
が
出
火
る
ｏ
ノ
ー
．
あ
る
　
尤
も
こ
ｏ
占
り
な
将
來
の
予
想
は
、

劣
く
の
場
合
現
在
の
条
件
が
将
來
に
於
て
も
不
変
で
あ
る
事
を

帖
提
と
し
て
始
め
て
可
能
と
な
ろ
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
ン
、
の

よ
う
な
保
障
は
得
ら
れ
な
い
た
め
ン
、
の
締
某
Ｏ
止
確
性
に
挑
て

は
極
め
て
薄
刺
で
あ
る

　
杜
会
現
象
の
統
計
的
研
究
は
最
初
推
仰
か
心
始
つ
た
ｏ
ノ
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
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つ
て
、
そ
の
後
統
計
調
査
機
関
並
に
制
度
の
整
備
充
実
と
共
に

大
量
観
察
法
に
よ
る
正
確
な
統
計
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
竹
推
算
○
重
要
性
は
決
し
て

滅
少
し
て
い
な
い
の
で
あ
つ
て
、
人
口
の
推
計
、
国
民
所
得
の

１
算
定
を
始
め
と
し
て
其
他
経
済
方
面
に
於
て
広
汎
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
．
で
あ
る
、
一

〇
　
搾
算
の
諾
方
式
に
．
煎
て
は
、
森
田
優
三
「
統
計
学
汎
諭
」
二
五
六

　
１
－
二
八
○
頁
に
詳
細
に
論
晋
ら
れ
て
い
る
、
、

　
　
　
向
　
標
本
調
査
法
（
一
部
調
査
法
）

　
一
部
調
査
法
は
統
計
集
団
構
成
要
素
の
凡
て
を
橡
察
す
る
事

李
＼
そ
れ
よ
り
遮
宜
選
択
し
た
一
部
分
の
惟
成
、
莫
素
の
み
を

壊
冊
的
に
襯
察
し
て
、
悉
竹
概
察
ｏ
練
某
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

統
計
集
団
の
僻
造
を
杵
定
せ
ん
と
す
る
万
法
で
あ
る

　
　
こ
の
時
直
接
統
計
的
観
壊
の
施
さ
れ
る
統
計
単
位
の
壊
団
を
「
標

　
本
、
試
料
・
・
竃
｛
一
こ
と
い
い
、
舵
つ
て
一
部
調
査
法
は
父
標
本
調

　
査
法
と
も
い
う
の
で
あ
る
、
そ
し
て
際
本
を
揃
出
す
る
母
体
た
る
集

　
団
を
「
母
集
団
」
と
い
う
、
し
か
し
搬
本
と
母
茱
Ｎ
と
が
明
昧
に
区
別

　
さ
れ
る
よ
弓
に
な
つ
た
の
は
、
任
意
拍
｛
江
に
よ
る
浮
本
調
査
法
が



　
溌
達
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て
、
且
そ
の
場
合
に
１
は
特
別

　
の
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
つ
（
任
鴬
摘
串
法
の
項
参
照
）

　
し
か
ら
ぱ
標
本
調
沓
は
ど
の
よ
う
に
し
て
統
計
集
用
の
構
造

を
推
定
す
る
事
が
出
来
る
の
、
て
あ
ろ
う
か
。
第
三
節
に
於
て
述

べ
た
よ
う
に
事
実
と
し
て
の
杜
会
的
集
団
現
象
の
把
握
に
於
て

も
、
そ
れ
の
絶
対
的
な
大
い
さ
は
必
ず
し
も
問
題
で
な
く
平
均

値
、
比
例
数
等
の
統
計
築
嗣
の
構
造
の
簡
約
表
章
手
段
に
よ
る

表
示
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
統
計
集
団
の
悉
皆

観
察
は
必
要
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
う
ち
の
一
部
分
の

み
の
集
団
的
観
察
に
よ
つ
て
も
十
分
正
確
な
値
が
得
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
平
均
値
、
比
例
数
等
は
統
計
集
閉
の
数
最
的

構
造
、
即
ち
統
計
集
嗣
全
体
の
大
い
さ
に
対
す
る
各
部
分
集
団

の
大
い
さ
の
数
娘
的
相
互
関
係
を
表
す
値
で
あ
る
た
め
、
統
計

集
団
よ
り
一
部
分
の
構
成
要
素
を
抽
出
し
構
成
し
た
集
嗣
即
ち

標
太
が
、
統
計
集
嗣
の
悉
皆
襯
察
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
数
最
的
な
構
造
と
同
様
の
数
最
的
構
造
を
有
す
る
よ

う
に
、
却
ち
統
計
集
団
の
締
図
と
な
る
よ
う
な
標
太
が
構
成
さ

れ
る
な
ら
ば
、
標
本
の
集
団
的
襯
察
に
よ
る
構
造
分
析
の
締
果

　
　
統
計
調
査
法

得
ら
れ
る
平
均
値
、
比
例
数
隻
い
は
略
六
悉
皆
襯
察
の
結
果
に
等

し
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
て
あ
ろ
。

　
か
く
て
標
本
一
構
成
要
素
の
選
択
さ
え
適
当
に
な
さ
れ
る
な
ら

ば
、
標
本
調
査
に
よ
つ
て
も
ン
、
れ
よ
り
得
ら
れ
た
平
均
値
、
比

例
数
等
に
よ
つ
て
悉
皆
調
査
の
結
果
を
推
定
す
る
事
が
出
来
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
此
の
場
合
実
際
に
は
悉
皆
調
査
の

結
果
は
判
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
　
　
ン
、
う
イ
。
あ
る
か
ら

こ
そ
標
本
調
査
に
よ
つ
て
そ
れ
を
推
定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る

　
　
統
計
集
嗣
の
縮
図
と
な
り
得
る
よ
う
な
標
本
を
作
る
事
は

容
易
で
な
く
、
従
つ
て
標
木
調
査
の
締
果
が
釆
皆
調
査
の
結
果

　
、
　
　
、
　
　
、

に
完
全
に
一
致
す
る
事
は
到
底
期
待
し
得
な
い
の
で
あ
る
、
故

に
標
本
調
査
に
よ
る
時
は
当
然
誤
差
を
伴
う
の
で
あ
つ
て
そ
れ

丈
正
確
性
を
欠
き
、
若
し
誤
津
の
な
い
値
が
必
要
で
あ
る
な
ら

ば
悉
皆
調
査
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、

　
し
か
し
な
が
ら
第
三
節
に
於
て
明
ら
か
な
ら
し
め
た
禾
、
皆
調

査
の
欠
点
　
　
人
暇
側
禁
の
理
論
的
過
秋
に
於
け
る
信
楓
性
の

殴
損
、
技
術
的
過
程
に
於
け
る
櫛
祭
訣
篶
の
増
大
、
劣
大
の
賛

用
と
労
力
及
び
時
の
遅
れ
に
よ
る
誤
兼
の
漱
化
禁
　
　
は
標
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
三
四
七
）
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．
調
査
に
よ
る
時
は
著
し
く
緩
和
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
標
本

調
査
法
は
そ
の
方
法
的
性
質
に
於
て
悉
皆
調
査
と
同
様
大
量
観

察
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
大
量
観
察
に
於
け
る
誤
姜
を

免
れ
る
事
は
出
来
な
い
，
て
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
標
本
調
査

は
観
察
す
べ
き
統
計
単
竹
の
数
を
大
幅
に
滅
少
せ
し
め
る
事
が

出
来
る
た
め
に
、
社
会
的
集
団
現
象
と
統
計
集
団
と
の
乖
離
を

少
く
し
て
統
計
の
信
頼
性
を
高
め
、
叉
単
位
の
個
別
勧
察
も
十

分
な
注
意
を
以
て
行
わ
れ
無
回
答
者
の
遣
求
も
徹
底
的
に
な
し

得
る
た
め
観
察
誤
差
は
減
少
せ
し
め
る
事
が
冊
来
る
。
ン
、
の
上

統
計
調
査
に
要
す
る
費
用
、
労
力
は
少
く
て
済
み
調
沓
が
簡
便

に
行
え
る
た
め
に
杜
会
的
徐
団
現
象
の
統
計
誠
査
の
範
囲
は
拡

大
し
、
且
勧
察
締
果
を
統
計
に
作
り
上
げ
る
事
毛
短
時
日
で
行

え
る
た
め
統
計
の
利
用
価
値
を
著
し
く
璃
大
せ
し
め
る
の
ノ
ー
．
あ

る
。
か
く
て
標
本
調
査
は
オ
法
夫
白
休
１
に
於
て
誤
差
を
伴
う
の

で
あ
る
が
、
統
計
調
食
の
｝
バ
際
に
於
、
て
は
標
本
の
構
成
が
遮
切

　
に
な
さ
れ
る
な
ら
ぱ
必
ず
し
も
不
正
確
な
方
法
と
は
い
え
た
い

　
の
で
あ
っ
て
、
む
し
一
つ
恋
皆
調
査
よ
り
ム
．
下
碓
な
統
計
が
楼
得

　
さ
れ
る
場
合
ヂ
多
く
あ
ろ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
三
四
八
）

　
標
本
調
査
法
は
標
本
構
成
要
素
の
選
択
方
法
の
相
異
に
よ
り

「
有
意
選
択
法
旨
隼
－
（
）
ｐ
（
、
君
｛
婁
｛
き
。
Ｄ
¢
Ｈ
８
臣
・
旨
」
と
「
任

意
抽
出
法
豪
己
昌
二
警
毛
Ｈ
｛
昌
旨
¢
旨
＆
」
と
に
分
け
る
事
が

吊
来
る
の
、
て
あ
つ
て
、
前
者
は
観
察
対
象
を
何
等
か
の
基
準
に

照
ら
し
て
意
識
的
に
送
択
す
る
方
法
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
よ

う
な
主
襯
的
意
図
を
加
え
ず
に
全
く
偶
然
的
に
観
察
対
象
を
抽

出
す
る
方
渋
で
あ
る
。
次
に
先
ず
有
意
選
択
法
に
よ
る
標
本
調

査
か
ら
考
察
し
て
行
こ
う
。

　
　
　
｝
　
有
血
息
逸
択
法

　
有
意
迷
択
法
は
続
計
堆
団
の
構
成
要
素
の
う
ち
よ
り
、
続
計

集
団
の
調
査
せ
ん
と
す
る
件
質
と
極
め
て
符
接
な
関
聯
を
有
す

る
諾
性
質
（
こ
れ
を
「
対
照
９
暮
；
〆
一
と
い
う
）
に
就
て
、

す
べ
て
の
構
成
、
要
素
の
典
型
的
乃
至
は
平
均
的
な
、
要
素
と
看
倣

し
得
る
も
の
を
迷
ん
、
て
標
木
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る
．

　
絞
計
災
閉
の
一
部
公
の
み
ｏ
勧
察
に
よ
つ
て
統
計
然
団
全
体

り
性
釘
を
知
ら
ん
と
す
乙
鳩
一
介
、
統
計
堆
団
を
枇
成
オ
ろ
興
弐

？
つ
ち
調
苓
目
的
ユ
．
に
ろ
件
貫
（
こ
れ
を
「
目
印
Ｃ
一
；
§
９
Ｇ
豪
」



と
呼
ぼ
う
）
に
赫
て
典
型
的
乃
至
は
平
均
的
な
要
素
を
選
出
し

て
標
本
を
構
成
す
る
事
が
出
来
る
な
ら
ば
、
そ
の
標
本
は
続
計

集
団
を
代
表
し
そ
れ
よ
り
得
ら
れ
た
債
は
統
計
集
団
の
性
質
を

表
す
も
の
と
看
微
す
事
が
出
来
る
，
て
あ
ろ
う
。
蓋
し
、
標
木
○

構
成
要
素
は
統
計
集
団
の
構
成
要
素
の
す
べ
て
の
典
型
乃
至
は

平
均
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
は
如
伺
な

る
集
団
構
成
要
素
が
典
型
的
、
平
均
的
で
あ
る
か
は
、
１
統
計
集

団
の
悉
皆
翻
察
の
結
果
を
侯
つ
て
始
め
て
い
い
得
る
と
こ
ろ
で

あ
つ
て
、
そ
の
前
に
は
決
し
て
正
確
に
規
定
す
る
事
は
出
来
な

い
問
題
で
あ
り
、
か
く
て
標
木
調
査
は
そ
の
結
果
を
前
提
に
必

要
と
す
る
と
い
う
矛
麻
に
陥
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
調
査
せ

ん
と
す
る
性
質
則
ち
目
印
と
密
接
な
関
榊
を
有
し
、
相
亙
に
影

響
し
合
う
が
如
き
諦
概
の
性
質
却
ち
対
照
に
泌
て
、
ナ
ベ
て
の

統
計
単
仇
の
典
型
乃
至
は
平
均
．
て
あ
る
と
看
微
し
得
る
要
素
を

選
択
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
目
印
に
枕
て
も
叉
す
べ
て
の
更
素

の
典
型
乃
至
は
平
均
と
考
え
る
事
が
岬
来
る
．
で
あ
ろ
う
．
従
つ

て
対
照
に
関
し
て
火
型
的
、
平
均
的
な
妥
素
を
以
て
構
成
せ
ら

れ
Ｊ
．
に
標
太
は
、
同
時
に
目
印
に
挑
て
も
父
処
型
的
、
平
均
的
な

　
　
統
計
調
査
法

要
素
に
よ
つ
て
構
戌
せ
ら
れ
て
い
る
と
看
徹
す
事
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
。
若
し
統
計
集
団
が
極
め
て
異
質
の
要
素
よ
り
成
つ
て

い
る
時
は
、
ン
、
れ
等
全
体
を
通
じ
て
の
典
型
的
、
平
均
的
要
素

を
求
め
る
事
は
不
可
能
に
近
い
、
て
あ
ろ
う
。
従
つ
て
此
の
場
合

に
は
対
燃
に
よ
つ
て
統
計
集
団
を
同
質
的
な
要
素
よ
り
成
る
部

分
集
団
に
分
割
し
、
各
部
分
集
団
に
於
て
典
型
的
、
平
均
的
要

素
を
退
択
し
て
標
本
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
え
ば
一

村
の
米
り
収
穫
高
を
坪
刈
調
査
に
よ
つ
．
て
推
定
せ
ん
と
す
る
場

合
村
の
全
耕
地
を
水
系
に
よ
つ
て
類
別
し
、
各
水
系
・
毎
に
作
柄

の
中
庸
一
と
思
わ
れ
る
出
杉
二
枚
宛
坪
刈
し
て
水
系
毎
の
平
均
反

収
を
決
定
し
、
そ
れ
を
加
籔
乎
均
し
て
村
全
体
の
平
均
、
反
当
り

収
獲
杖
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
擦
本
を
構
戊
す
る
場
含
統
計
集
団
よ
リ
途
出
せ
ら
牝
る
．
嬰
素
は
、

　
統
計
集
団
が
小
さ
い
時
は
例
六
の
統
計
班
位
に
裁
て
代
表
灼
な
も
の

　
を
逮
ぶ
事
が
可
搬
で
あ
る
が
、
統
計
集
同
が
枢
め
て
大
き
い
時
は
そ

　
れ
は
凶
蛛
で
あ
る
た
め
、
便
宜
上
統
計
単
位
の
集
団
（
部
分
集
｝
）

　
特
に
地
域
的
集
団
（
市
、
郡
、
町
、
村
等
）
に
１
淋
て
典
型
的
、
平
均

　
的
な
も
の
を
迷
吏
す
る
方
法
が
と
ら
ル
る
の
で
あ
ス
、
。

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
有
意
迷
杁
法
は
対
附
に
、
人
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
一
二
四
九
）
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て
間
接
的
に
代
表
的
な
標
本
を
構
成
せ
ん
と
す
る
方
法
ノ
一
あ
る

た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
標
本
調
査
を
行
う
た
め
に
は
対
照
た
り

得
る
如
き
統
素
集
団
の
性
質
に
就
て
の
智
識
の
存
在
を
必
要
と

す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
調
査
対
象
た
る
杜
会
的
集
団
現
象
に

就
て
何
等
ｏ
智
識
も
持
つ
て
屠
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
行
う
統
計
調

査
に
よ
つ
て
始
め
て
〉
、
れ
を
獲
得
す
る
と
い
う
場
合
は
殆
ど
な

い
の
、
て
あ
っ
て
、
大
抵
は
ン
、
の
現
象
に
就
て
科
学
的
な
叉
は
常

識
的
な
智
識
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
時
に
は
統
計
的
な
智
識

　
　
そ
の
現
象
に
就
て
の
遣
去
の
統
計
調
査
叉
は
類
似
の
調
査

に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
　
　
を
持
つ
て
い
ろ
事
も
あ
る
の
で
あ
る

故
に
こ
れ
等
の
智
識
を
綜
合
し
て
調
査
目
的
た
る
性
質
と
特
に

密
接
に
関
聯
し
榊
互
に
影
響
し
合
う
も
の
を
対
照
と
し
、
ン
、
れ

に
就
て
典
型
的
、
平
均
的
要
素
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
ン
、
し

て
こ
の
場
合
対
照
に
燃
て
統
計
的
な
智
識
が
得
ら
れ
て
い
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
ば
、
構
成
喚
素
の
迷
択
は
只
｝
に
概
念
的
に
典
型
的
、
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
　
　
、
　
　
、

的
と
看
傲
さ
れ
る
も
の
が
退
ぱ
れ
る
丈
で
は
な
く
、
統
計
的
な

、値
に
於
て
平
均
的
な
も
の
が
、
且
標
本
に
於
け
る
対
照
の
平
均

が
統
計
壊
団
に
於
け
る
ン
、
れ
と
一
致
す
る
よ
う
に
選
出
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
三
五
〇
）

対
照
に
就
て
○
平
均
性
が
統
計
的
に
明
ら
か
と
な
ろ
ｏ
ノ
、
あ
る
阯

例
え
ぱ
農
業
経
営
に
就
て
標
本
調
査
を
行
わ
ん
と
す
る
場
合
、

全
国
の
村
を
地
理
的
特
徴
、
耕
作
物
内
容
、
他
産
業
と
の
関
聯

等
に
よ
つ
て
類
別
し
、
ン
、
の
冬
々
よ
り
一
定
数
宛
抽
出
し
て
標

本
を
構
成
す
る
時
、
標
本
に
於
け
る
対
照
に
就
て
求
め
た
平
均

値
、
比
例
数
等
が
全
国
に
於
け
る
そ
れ
に
一
致
す
ろ
よ
う
に
、

標
本
構
成
要
素
た
る
村
を
遼
択
す
る
の
で
あ
る
、

　
こ
の
場
合
標
本
構
成
要
素
の
数
岬
ち
標
本
の
大
い
さ
は
如
何

に
決
定
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
じ
若
し
統
計
集
団
の
構
成
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
す
べ
て
に
対
し
て
厳
珊
に
火
型
的
、
平
均
的
な
要
素
が
存
在

し
ン
、
れ
が
選
定
し
得
る
た
ら
ば
、
　
一
個
ピ
ｏ
要
素
の
概
祭
に
よ
っ

て
も
統
計
集
用
の
枠
■
質
を
釘
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
　
し
か

し
な
が
ら
杜
会
的
堆
閉
現
象
は
白
燃
現
象
と
異
り
、
ン
、
れ
を
帖

成
す
る
個
戊
の
現
象
は
類
型
的
現
象
で
は
な
く
槻
め
て
非
類
型

的
な
現
象
で
あ
る
た
め
、
完
小
ピ
火
型
的
な
平
均
的
在
嬰
素
が

存
在
し
選
吊
し
得
る
事
は
殆
ど
な
ノ
＼
ン
、
の
火
｝
性
、
平
均
伜

　
ｏ
　
　
・
　
　
、
　
　
、
　
、

は
大
体
に
於
て
の
－
も
ｏ
で
あ
る
に
巡
ざ
ず
、
叉
ン
、
れ
も
二
一
の

対
照
に
就
て
な
ら
ぱ
屯
に
角
も
す
、
へ
て
の
対
照
に
就
て
典
刷
的
、



■

平
均
的
た
要
素
を
見
出
オ
事
は
容
易
、
三
、
仏
、
。
、
、
更
に
仮
令
対
照

に
就
て
同
質
的
な
要
素
が
送
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
等
は

目
印
に
就
て
は
非
類
型
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
比
較

的
多
数
の
要
素
を
以
て
標
本
を
構
成
し
て
、
各
標
本
構
成
要
素

の
こ
れ
等
の
非
典
型
性
、
非
平
均
性
を
梢
殺
、
消
去
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ｏ
、
て
あ
る
、
従
っ
て
標
本
は
こ
の
柵
殺
を
可
能
に

し
て
（
即
ち
大
数
法
則
が
作
用
し
て
）
標
本
の
代
表
性
を
高
め

得
る
よ
う
な
大
い
さ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ

の
数
の
如
何
を
具
体
的
に
決
定
す
る
客
襯
的
な
基
準
は
容
易
に

得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
、
従
つ
て
実
際
上
は
標
本
調
査
の
費
用

の
制
約
の
下
に
、
略
六
こ
れ
伎
と
れ
ぱ
非
典
型
性
を
消
去
し
得

る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
程
度
の
人
い
さ
に
決
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
有
意
迷
択
法
に
よ
る
標
木
調
査

○
正
確
性
の
某
碓
．
は
、
対
照
に
就
て
火
型
的
、
平
均
的
な
ろ
た

め
目
印
に
就
て
も
叉
火
型
的
、
平
均
的
、
て
あ
一
■
。
う
と
い
う
仮
定

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
つ
て
対
照
の
数
が
劣
く
且
そ
れ
と
日

印
と
の
関
聯
が
符
接
で
あ
る
程
標
本
調
査
の
締
果
は
正
確
で
あ

　
　
統
計
調
査
法

る
と
い
え
る
の
、
て
あ
ろ
う
，
し
か
し
な
が
ら
対
照
に
就
て
は
典

型
的
、
平
均
的
な
要
素
（
従
つ
て
標
本
）
と
難
も
、
そ
の
事
よ

り
直
ち
に
目
印
に
批
て
も
然
り
で
あ
る
と
い
う
事
は
必
ず
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
得
な
い
の
で
あ
る
。
成
程
概
念
的
に
は
対
照
と
日
Ｈ
印
と
の
間

に
密
接
な
関
聯
が
存
在
ム
ー
９
る
隈
り
、
前
者
に
就
い
て
典
型
的
、
て

あ
る
な
ら
ば
後
者
に
於
て
も
叉
典
型
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
て
あ

ろ
う
、
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
時
一
！
、
の
標
本
よ
り
得
ら
れ
た
目
印

に
就
て
の
値
（
平
均
値
、
比
例
数
）
が
統
計
弊
嗣
の
そ
れ
に
等

し
い
と
い
う
事
は
、
杜
会
的
集
団
現
象
を
構
成
す
る
要
素
的
現

象
（
統
計
単
位
）
の
非
類
型
性
の
故
に
一
般
的
に
は
主
張
し
得

な
い
の
で
あ
る
、
若
し
対
照
に
就
て
正
確
な
統
計
的
智
識
を
持

つ
て
屠
り
、
統
計
的
に
平
均
的
な
標
本
が
構
成
さ
れ
且
対
照
と

目
印
と
の
湖
に
極
め
て
掛
接
な
榊
関
六
係
が
あ
る
事
が
判
つ
て

い
る
時
は
、
七
の
標
本
は
目
印
に
枕
て
も
平
均
的
と
な
る
で
あ

ろ
う
、
し
か
し
実
－
祭
は
対
照
に
炊
て
一
！
、
の
よ
う
な
詳
舳
な
村
識

が
得
ら
れ
て
い
る
場
含
は
姶
ど
な
ノ
＼
仮
令
あ
つ
て
も
時
の
経

過
に
よ
る
誤
葦
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
事
が
劣
い
た
め
に
、
目

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

印
に
就
て
統
計
的
に
平
均
的
な
橡
木
を
構
成
す
る
事
は
極
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
三
五
一
）
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困
難
で
あ
る
。
か
く
て
有
意
選
択
法
に
よ
つ
て
は
概
念
的
典
型

性
は
確
保
す
る
事
が
吊
来
る
が
、
統
計
的
（
数
五
的
）
平
均
性

は
必
ず
し
も
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
．
し
か
し
な
が
ら
襟
本
調

査
法
の
正
確
性
は
標
木
の
観
察
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
値
が
、
統

計
集
嗣
の
悉
皆
襯
察
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
値
に
一
致

す
る
や
否
や
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
従
つ
て
標
木

の
代
表
性
も
此
の
点
よ
り
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な

ら
ば
、
し
か
ら
ば
有
意
選
択
法
は
一
般
に
代
表
的
な
標
↓
■
ト
の
構

成
を
保
証
し
得
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
上
既
得
の
押
識
を
利
用
し
て
典
型
的
、
平
均
的
な
、
要
素

の
如
何
な
、
考
く
の
統
計
集
ｍ
構
成
要
素
中
よ
り
選
択
し
得
る

よ
う
に
兵
体
的
、
一
義
的
に
規
定
す
る
事
は
、
杜
会
現
象
の
非

類
型
性
の
故
に
趣
め
て
困
雑
な
事
柄
で
あ
っ
て
調
査
計
胸
者
の

創
意
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
故
に
決
定
さ
れ
た
典
刑
一
什
、

平
均
性
は
人
に
よ
つ
て
異
る
縞
果
と
な
り
場
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
泌
定
さ
れ
た
典
型
的
、
平
均
的
．
要
素
○
莱
準
に
従
つ

て
標
太
・
雌
成
一
要
素
を
逃
定
す
る
場
含
、
ン
、
の
規
定
を
完
全
に
揃
、

す
要
素
は
容
易
に
見
吊
し
得
た
い
た
め
に
、
征
六
に
し
て
概
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
三
五
二
）

し
易
い
要
素
が
選
吊
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
多
く
は
平
均
以
上

（
叉
は
以
下
）
の
標
本
が
構
成
さ
れ
る
の
が
実
際
で
あ
る
。
例

え
ば
勤
労
者
の
家
計
調
査
に
於
て
、
被
調
査
者
は
継
続
的
に
克

明
に
巨
六
の
家
計
収
支
を
記
帳
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、

典
型
的
条
件
よ
り
も
こ
の
記
帳
櫨
力
が
第
一
に
送
択
の
某
準
と

さ
れ
易
く
、
こ
の
条
件
を
芥
易
に
摘
す
世
帯
は
消
費
生
活
の
合

理
化
を
心
掛
け
て
い
る
平
均
以
■
上
の
家
計
で
あ
ろ
か
ら
、
標
木

は
統
計
集
岡
の
平
均
以
上
の
代
表
と
な
る
傾
向
が
大
、
て
あ
る
。

　
そ
の
上
こ
の
場
合
標
本
よ
り
得
ら
れ
た
使
が
、
統
計
集
団
の

悉
皆
調
査
の
統
災
と
ど
の
秋
度
乖
離
し
て
い
ろ
か
を
測
定
す
る

客
側
的
な
尺
度
は
全
く
存
衣
し
な
い
の
で
あ
る
。
従
つ
て
標
本

調
査
の
紡
果
Ｏ
正
確
性
は
、
標
木
の
構
成
が
典
型
的
な
平
均
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

な
要
■
幸
を
送
ん
で
な
さ
れ
た
と
い
う
確
信
に
よ
る
の
み
ノ
し
あ
つ

て
、
そ
の
正
確
性
の
杜
皮
を
客
惚
的
に
表
す
事
は
出
來
な
い
の

で
あ
る
。

　
以
上
有
怠
迷
沢
法
Ｏ
正
秋
性
を
称
六
考
察
し
て
来
た
の
で
あ

る
が
、
之
木
よ
い
脳
、
か
、
如
く
有
女
メ
択
法
は
、
杜
会
的
集

閉
筑
泉
が
異
貨
的
た
＾
林
∴
て
非
類
榊
．
的
な
現
象
、
－
成
る
た



め
に
、
そ
の
典
型
的
、
乎
均
的
単
位
○
規
定
煎
に
選
択
が
困
雌

ノ
し
あ
る
一
畢
に
そ
の
上
｝
火
の
正
一
惟
．
枠
一
を
・
欠
ぐ
、
臼
取
・
べ
○
理
－
田
が
あ
ろ

の
、
て
あ
つ
た
、
従
つ
て
杜
会
的
集
団
現
象
が
同
質
的
な
且
比
較

的
類
型
的
な
現
象
よ
り
成
る
場
合
に
は
、
典
型
的
要
素
の
決
定

は
容
易
で
あ
る
た
め
、
有
意
選
択
法
の
結
果
は
梢
当
正
碓
で
あ

る
と
看
微
す
事
が
出
夫
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ぱ
物
価
調
査
に
於

．
て
調
査
品
目
た
る
商
姑
○
、
調
査
日
に
於
け
る
す
べ
て
の
取
引

の
価
格
を
襯
察
す
る
事
な
く
、
代
表
的
な
二
三
の
商
店
よ
り
価

格
の
報
音
を
受
け
る
に
止
め
る
の
は
、
価
格
現
象
は
一
物
一
価

の
法
則
よ
り
一
都
市
に
於
て
は
略
六
同
様
の
価
格
が
成
立
す
る

筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
。

　
　
比
例
割
当
法
　
ｐ
；
ｇ
旨
¢
旨
邑

　
有
な
逃
択
に
ト
人
り
火
刑
的
、
平
均
的
典
ぶ
を
逃
定
す
る
箏
ｏ

困
雑
を
阿
避
す
る
た
め
に
、
典
型
的
｝
伎
よ
り
戊
る
標
木
で
は

な
く
、
統
計
堆
団
を
小
規
模
に
再
現
す
る
如
き
標
本
却
ち
統
討

集
閉
の
完
企
な
締
凶
で
あ
る
よ
う
な
標
木
を
構
成
せ
ん
と
す
る

方
法
が
あ
る
。

　
　
統
計
調
査
法

　
既
に
述
べ
た
よ
、
り
ノ
に
標
木
調
査
法
○
正
確
性
Ｏ
基
礎
は
、
統

　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
一
ほ
條
の
数
最
的
維
逢
を
有
す
る
標
木

を
構
成
す
る
事
、
て
あ
つ
た
，
ン
、
こ
で
対
照
に
泌
て
過
去
の
統
計

調
査
に
よ
り
統
計
集
嗣
の
詳
細
な
構
造
が
判
つ
て
い
る
時
、
ン
、

れ
に
よ
つ
て
統
計
集
閉
を
多
く
Ｏ
部
分
集
団
に
分
割
し
、
各
部

分
集
団
よ
り
そ
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
拍
出
す
べ
き
単
位
の
数

を
決
定
し
、
そ
れ
を
調
査
一
員
に
割
当
て
て
各
自
割
当
て
ら
れ
た

部
分
一
；
身
、
岬
ち
割
当
て
ら
れ
た
竣
－
閉
よ
り
割
当
て
ら
れ
た

数
丈
の
調
査
対
象
を
任
肯
一
に
逃
定
、
調
査
せ
し
め
る
事
に
よ
つ

て
、
対
服
に
炊
て
統
計
集
団
ｏ
帷
成
割
合
と
一
致
す
る
如
き
標

木
を
構
成
し
棚
祭
す
る
の
、
て
あ
る
、
此
の
方
法
を
「
比
例
割
当

法
」
と
い
い
、
輿
論
調
企
ヤ
価
格
調
査
共
他
の
経
済
朋
査
に
よ

く
利
川
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ぱ
一
祁
市
の
奥
諭
洲
、
の
場
今
、
祁
市
人
□
を
対
岬
と

考
え
ら
れ
る
年
膝
、
体
作
、
職
ル
い
ぷ
、
教
肯
秋
陵
等
別
の
人
口
に

細
分
し
、
細
分
さ
れ
た
る
冬
人
〕
に
於
て
一
定
の
比
卒
で
調
査

す
べ
き
哨
一
什
ｏ
数
を
決
定
オ
ろ
箏
に
よ
つ
て
、
対
照
に
就
て
の

橡
本
及
び
統
計
集
団
の
糀
戊
比
卒
を
同
一
な
ら
し
め
ろ
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
三
五
三
）
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る
。
そ
し
て
各
調
査
員
は
割
当
て
ら
れ
た
年
麟
、
体
性
、
職
業
、

教
育
程
度
の
人
を
適
宜
探
し
出
し
て
割
当
数
に
達
す
る
迄
調
査

し
て
来
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
時
調
査
員
は
決
め
ら
れ
た
枠
の

範
囲
内
に
於
て
は
可
成
り
大
き
い
選
択
の
自
由
を
持
つ
の
で
あ

る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
場
合
割
当
数
の
決
定
に
州
い
る
統
計
が

時
の
遅
れ
に
よ
る
誤
差
を
有
す
る
時
は
、
対
照
に
関
し
て
塊
在

の
統
計
集
団
の
正
確
な
縮
図
た
り
得
な
い
た
め
、
目
印
に
栽
て

統
計
集
団
の
雌
造
に
一
致
す
る
事
は
期
待
し
得
ず
、
叉
調
査
員

に
調
査
対
象
決
定
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
或
る
程

度
調
査
員
自
身
の
便
宜
に
よ
つ
て
退
択
さ
れ
る
の
は
不
可
避
で

あ
り
、
調
査
の
困
雄
な
対
」
象
は
倣
速
さ
れ
叉
調
査
員
の
性
質
に

よ
つ
て
対
象
の
質
に
一
定
の
何
向
が
規
れ
易
い
た
め
に
、
標
本

の
雌
造
は
特
定
の
偏
り
を
持
つ
給
果
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
、
そ

し
て
こ
の
方
法
に
於
て
も
対
照
に
就
て
統
計
集
団
の
構
迭
と
同

じ
で
あ
ろ
時
は
、
口
印
に
就
て
も
叉
帷
造
は
同
一
で
あ
一
■
）
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い
う
仮
定
ｏ
上
に
１
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
が
、
そ
ｏ
仮
定
は
統

計
的
に
は
必
ず
し
も
正
し
い
も
の
で
は
な
い
事
は
既
に
考
察
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

九
四
（
三
五
四
）

　
　
標
本
詳
査
　
斤
…
ぎ
一
５
ヨ
貢
２
一
〇
〇
一
き
Ｏ
事
冒
帳

　
標
本
調
査
は
悉
皆
調
査
に
比
し
て
簡
便
で
あ
り
詳
細
な
碑
祭

が
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
何
統
計
｝
伎
ｏ
個
別
勧
察
、
分
類
、

集
計
の
大
量
襯
察
法
の
技
術
的
逃
挫
を
必
、
奥
と
す
る
た
め
、
当

然
に
単
位
の
襯
察
の
詳
細
さ
に
は
隈
界
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

従
つ
て
社
会
的
集
団
玖
象
の
認
識
が
キ
、
の
要
素
的
現
象
の
性
質
、

に
裁
、
て
細
部
に
亘
つ
て
注
意
深
い
側
察
を
、
Ｈ
長
期
閉
継
続
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
標
本
調
査
法
に

よ
つ
て
も
把
握
す
る
事
は
不
可
能
、
て
あ
る
．
こ
ｏ
よ
う
な
場
含

に
は
杜
会
的
炎
問
現
象
の
．
典
泰
的
玖
象
ｏ
う
ち
よ
り
、
典
型
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
■
　
　
、
　
　
、
　
　
、

平
均
的
と
看
倣
し
得
る
も
Ｏ
む
枢
く
少
教
丈
退
択
し
て
（
尤
も

杜
会
的
集
団
現
象
が
異
質
的
な
奥
素
よ
り
成
る
時
は
存
異
貰
り

規
象
毎
に
火
型
的
な
も
ｏ
を
逃
岬
す
る
）
、
　
そ
れ
に
挑
て
必
更

な
詳
細
な
側
祭
を
加
冬
一
、
ｏ
朴
火
を
航
計
的
に
整
理
す
る
事
が

行
わ
れ
ゐ
い
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
「
標
本
詳
企
」
と
い
う

　
の
　
従
っ
て
此
の
場
合
は
続
－
計
的
概
察
よ
リ
も
む
し
ろ
個
別
的
槻
察



　
た
る
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
集
団
棒
成
要
素
の
す
べ
て
に
対
し
て
厳

密
に
典
刑
一
的
、
平
均
的
な
要
素
を
選
択
し
得
る
た
ら
ば
、
一
個

の
要
素
の
観
察
に
よ
つ
て
も
壌
団
令
体
に
就
て
の
悼
質
を
知
る
．

事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
社
会
的
集
団
現
象
の

場
合
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
多
数
の
構
昧
要
素
を
選

出
し
て
以
て
典
型
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
，

た
。
標
本
詳
査
の
場
合
は
標
本
構
成
要
素
の
数
が
極
め
て
少
い

た
め
そ
の
観
察
結
果
に
は
こ
の
よ
う
な
大
数
法
則
の
作
用
を
予

想
す
る
事
が
出
来
ず
、
従
つ
て
直
ち
に
統
計
集
団
（
故
に
杜
会

的
集
団
現
象
）
そ
の
も
の
の
惟
質
と
は
看
傲
し
得
な
い
の
で
あ

る
、
只
社
会
的
焚
団
現
象
が
極
め
て
同
質
的
な
且
比
較
的
類
型

的
な
現
象
よ
り
成
る
場
合
に
は
、
こ
の
結
果
も
よ
く
集
団
全
休

に
妥
当
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
標
本
詳
査
は
統
計
集
嗣
の
悉
皆
襯
察
の
結
果
を

推
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
統
計
策
嗣
の
理
解
に
有
用

な
村
識
を
拠
供
す
る
の
で
あ
る
。
標
木
詳
査
は
類
型
的
現
象
の

考
い
白
然
科
学
に
於
て
一
般
に
行
わ
れ
る
研
究
方
法
で
あ
る
モ

　
　
統
計
調
査
法

ノ
グ
ラ
ブ
イ
旨
昌
ｏ
湾
毫
；
ｏ
を
杜
会
科
学
方
両
に
応
用
し
た

も
の
で
あ
つ
て
、
ル
プ
レ
ィ
Ｈ
」
¢
自
負
（
易
塞
１
ｏ
０
Ｎ
）
の
欧
洲

労
働
者
の
家
計
調
査
に
始
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
閉
　
任
意
抽
出
法
（
捕
出
調
査
法
）

　
任
意
抽
出
法
は
統
計
集
団
の
構
成
要
素
の
す
べ
て
を
相
互
に

無
関
係
に
（
独
立
に
）
存
在
せ
し
め
、
且
摘
出
さ
れ
る
機
会
が

全
く
杣
等
し
い
状
態
に
置
き
、
そ
れ
よ
り
無
作
為
暮
曇
三
〇
旨

に
何
等
の
主
襯
的
意
図
を
加
え
ず
に
構
成
．
嬰
素
を
抽
旧
す
る
事

に
よ
り
棲
本
を
構
成
す
る
方
法
、
て
あ
る
、

　
こ
の
場
合
橡
本
構
成
奥
素
の
揃
出
が
無
作
為
で
あ
れ
ば
あ
る

程
標
木
よ
り
求
め
た
平
均
値
、
比
例
数
等
は
、
統
計
災
岡
の
悉

皆
棚
察
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ン
、
れ
等
の
仇
に
よ
く
一

致
し
得
る
の
で
あ
る
　
蓋
し
、
統
汁
阜
岬
、
桁
或
典
素
ｏ
す
べ
て

を
杣
互
に
独
立
に
且
抽
出
機
会
の
均
等
な
状
態
に
避
い
て
、
そ

れ
よ
り
無
作
為
に
杣
吊
す
る
時
は
一
〆
、
○
杣
岬
行
乃
は
令
く
偶
猟

的
で
あ
る
た
め
、
或
る
桝
識
ｏ
祉
計
巾
位
ガ
杣
岬
さ
れ
る
可
能

枠
は
、
統
計
集
団
全
体
岬
ち
企
郁
火
閉
に
於
、
け
ろ
ン
、
ｏ
襟
識
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
三
五
五
）



－

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巷
・
第
三
号
）

単
伎
の
存
在
の
割
合
に
よ
く
比
例
す
る
と
考
え
ら
れ
、
従
つ
て

か
く
し
て
抽
出
せ
ら
れ
た
統
計
単
位
に
土
つ
て
構
成
さ
れ
る
標

本
は
、
各
標
識
の
統
計
単
位
を
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
の
割
合
に
応

じ
て
有
す
る
事
が
期
待
さ
れ
、
統
計
集
団
の
縮
図
た
り
得
る
可

能
性
が
極
め
て
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
任
意
抽
出
法
に
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
た
標
本
を
「
任
意
標
木

；
己
ｇ
旨
。
・
；
毫
宥
」
と
い
い
、
標
木
を
抽
出
す
る
母
体
で
あ
る

統
計
集
団
を
「
母
集
団
Ｈ
一
〇
一
；
一
き
；
ニ
ニ
一
オ
Ｏ
崇
・
」
と
い
う
。

但
し
こ
の
場
含
母
集
団
は
正
確
に
い
え
ば
潜
種
Ｏ
惟
質
を
有
す

る
も
の
と
し
て
の
統
計
集
団
、
却
ち
種
六
の
標
識
（
性
質
）
を

有
す
る
も
の
と
し
て
Ｏ
統
計
単
位
。
の
集
閉
で
は
な
い
の
で
あ
つ

て
、
一
方
向
ｏ
集
団
性
の
み
よ
り
兇
た
統
計
焦
団
、
故
に
一
の

襟
識
の
み
を
何
す
る
統
計
単
位
の
集
岬
で
あ
り
、
従
つ
て
統
計

集
団
に
は
規
定
せ
ら
れ
人
／
こ
集
冊
性
の
方
向
毎
に
枯
、
集
団
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
叉
一
の
帖
集
団
に
対
す
る
標
木
も
一

標
識
の
み
を
布
す
る
も
の
と
し
て
の
統
計
車
位
の
壊
団
で
あ
る

事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
（
荷
母
碓
閉
は
数
学
的
に
は
統
計
巾

位
の
集
団
○
よ
う
な
実
体
的
な
概
念
で
は
な
く
、
ン
、
れ
等
の
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
一
二
誼
六
）

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

計
単
位
Ｏ
有
す
る
標
識
（
）
集
合
、
て
あ
る
二
従
つ
一
で
、
芋
！
、
れ
に
対

す
ろ
標
本
も
同
じ
く
標
浅
Ｏ
填
合
、
て
あ
る
。
）
　
ン
、
し
て
母
集
団

は
悉
皆
観
察
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
得
る
構
造
（
分
布
函
数
）

を
有
し
、
そ
れ
の
特
徴
は
平
均
値
、
比
例
数
等
に
表
さ
れ
、
こ

れ
等
の
値
を
「
粒
数
Ｈ
一
責
…
９
亀
」
と
い
う
。
一
！
、
し
て
標
太
よ

ー
り
求
め
た
平
均
値
、
比
例
数
等
は
母
集
団
？
！
、
れ
Ｏ
推
定
値
で

あ
つ
て
、
こ
れ
を
「
統
計
量
。
。
薫
奪
庁
」
と
い
う
。

　
任
惹
抽
胆
法
に
よ
る
時
ゆ
帖
集
団
よ
り
の
標
本
の
桐
出
、
構

成
は
令
く
楓
然
的
た
行
為
と
な
る
人
」
め
、
母
教
と
ン
、
れ
Ｏ
標
本

に
よ
る
柁
定
値
で
あ
る
統
計
几
∴
と
の
関
係
が
確
．
卒
論
に
茶
い
て

徽
理
的
に
規
定
す
る
事
が
｛
来
、
両
考
の
乖
雛
は
偶
休
的
洪
雀

と
肴
微
し
得
る
た
め
に
ン
、
Ｏ
謀
劣
が
生
ず
る
可
能
性
は
ン
、
れ
に

よ
つ
て
数
理
的
に
予
想
し
得
、
従
つ
て
標
太
に
よ
る
推
定
値
の

訣
兼
の
映
界
を
規
定
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
母
集

団
よ
り
一
定
ｏ
大
い
さ
ｏ
標
木
を
ｗ
、
能
な
限
り
杣
旧
、
械
成
す

る
時
、
缶
標
太
－
よ
り
求
め
た
統
計
冊
６
平
均
が
付
数
に
一
致
す

る
如
き
杭
計
北
（
「
不
伽
批
定
伎
；
ピ
一
豪
｛
撃
一
；
募
」
と
い

う
）
の
分
祁
状
態
を
夫
す
数
、
竿
式
（
襟
本
分
布
函
数
）
を
確
率



論
に
よ
つ
て
求
め
る
事
が
出
来
る
。
し
か
ら
ば
母
集
団
か
ら
任

意
に
抽
出
せ
ら
れ
た
一
標
本
よ
り
求
め
た
統
計
量
は
こ
の
標
本

分
布
の
一
の
値
を
と
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
出
現
の
可
能
性

（
確
卒
）
は
標
本
分
布
函
数
に
よ
つ
て
表
さ
れ
得
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
統
計
量
の
平
均
が
母
数
に
等
し
い
の
で
あ
る
か

ら
、
母
数
を
中
心
に
正
負
双
方
に
一
定
範
囲
内
の
伍
○
統
訂
童

が
出
現
す
る
確
率
（
信
頼
度
；
巨
一
己
写
、
ン
、
の
値
を
信
頼
係

数
・
ｇ
室
｛
竃
８
０
８
ヨ
ｏ
｛
彗
け
と
い
う
）
が
こ
れ
に
よ
つ
て
求

め
ら
れ
、
叉
反
対
に
統
計
量
の
出
現
の
確
卒
が
一
定
の
大
き
さ

で
あ
る
範
囲
（
信
頼
区
間
ｏ
昌
竃
彗
８
孝
ｇ
；
Ｈ
、
こ
れ
は
標

本
分
布
函
数
の
　
散
（
標
準
偏
差
）
で
測
ら
れ
る
）
を
知
る
事

が
出
来
る
。
従
つ
て
標
本
の
梢
出
が
全
く
任
意
に
な
さ
れ
る
隈

り
抽
出
さ
れ
た
標
本
よ
り
得
ら
れ
た
統
計
量
が
、
標
本
分
布
函

数
よ
り
、
氷
め
た
信
頼
係
数
が
例
え
ぱ
九
十
五
杉
の
信
頼
区
間
内

に
あ
る
確
卒
は
九
十
五
〆
で
あ
り
、
故
に
逆
に
任
意
標
本
よ
り

得
た
統
計
量
に
阜
、
れ
を
中
心
に
九
十
五
％
の
信
臓
区
間
の
誤
業

を
見
込
む
時
は
、
ン
、
の
間
に
母
数
を
含
む
確
率
は
九
十
五
％
と

な
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
定
の
信
頼
度
却
ち
推
定
値
と
し
て

　
　
統
計
調
査
法

の
正
確
性
の
程
度
に
於
て
、
一
定
の
誤
差
の
範
囲
を
明
示
し
て

母
数
を
推
定
す
る
事
が
出
来
る
の
、
て
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
標
本
分
布
法
則
は
、
母
集
団
の
構
造
従
つ
て
そ
牝
を

表
す
分
布
函
数
並
に
．
標
本
構
成
要
素
の
数
及
ぴ
統
計
量
の
如
何
に
ー
よ

つ
て
決
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
正
規
分
布
、
二
項
分
布
、
勺
◎
ポ
い
昌

分
布
、
ｔ
分
布
、
だ
分
布
、
Ｆ
分
布
等
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
相
当
多
く
の
要
素
を
抽
串
し
て
標
本
を
構
成

す
る
時
は
（
却
ち
大
標
本
の
場
合
）
、
多
く
の
標
本
分
布
法
則
は
正
規

分
布
に
■
収
敏
す
る
の
で
あ
つ
て
、
杜
会
統
計
調
査
に
■
於
て
は
抽
串
数

は
殆
ど
大
標
本
の
場
合
で
あ
る
か
ら
、
標
本
分
布
法
則
は
正
規
分
布

を
な
す
も
の
と
し
て
誤
差
を
考
え
江
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
九
十
五
％
信
頼
区
間
の
幅

従
つ
て
標
本
分
布
の
分
散
が
小
な
る
程
、
標
本
推
定
値
の
誤
差

の
幅
が
小
さ
く
な
り
標
本
推
定
は
正
確
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
標
本
分
布
の
分
散
は
標
本
の
大
い
さ
が
増
入
す
る
に
従
つ

て
小
さ
く
な
る
事
が
数
学
的
に
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ

の
式
よ
り
調
盃
目
的
よ
り
し
て
詐
容
さ
れ
得
る
誤
差
の
範
囲
内

の
推
定
値
を
得
る
に
要
す
る
標
本
の
大
い
さ
を
求
め
る
事
が
出

来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
三
五
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
三
晋
）

　
又
標
本
分
布
の
分
散
は
母
集
団
分
散
の
分
布
（
母
分
散
）
に

正
比
例
す
る
た
め
、
母
集
団
が
同
質
的
要
素
よ
り
成
り
各
要
素

の
有
す
る
値
の
変
動
が
余
り
大
き
く
な
い
（
故
に
母
分
散
が
小

さ
い
）
時
は
、
標
本
分
布
の
分
散
も
小
さ
く
な
り
従
つ
て
標
本

推
定
の
糖
度
は
高
ま
る
の
、
て
あ
る
こ
故
に
母
集
団
が
異
質
的
次

要
素
よ
り
成
り
そ
の
値
の
変
動
が
大
き
い
時
は
、
同
質
的
要
素

の
部
分
集
団
（
層
。
ｎ
け
『
暮
言
）
に
分
け
て
各
層
内
に
於
け
る
分

散
を
小
さ
く
し
、
層
毎
に
標
本
構
成
要
素
を
抽
出
す
る
事
に
よ

つ
て
一
定
の
精
度
の
推
定
値
を
得
る
に
必
要
な
標
本
の
大
い
さ

（
従
つ
て
調
査
費
用
）
を
少
く
す
る
事
が
出
来
、
叉
標
本
の
大

い
さ
を
一
定
と
す
れ
ば
誤
差
の
範
囲
を
小
さ
く
し
て
推
定
値
の

糖
度
を
高
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
層
化
抽
出

法
。
・
旨
箒
壼
¢
Ｐ
。
・
竃
三
一
巨
一
帽
」
と
い
う
。
．

　
又
母
集
団
が
異
質
の
要
素
よ
り
成
る
時
、
吊
未
る
だ
け
異
質

的
な
要
素
を
集
め
て
部
分
集
団
　
　
．
、
　
・
一
；
け
亀
）
を
作
．
り
、

従
つ
て
集
落
間
は
可
能
な
眼
り
等
質
的
に
な
ス
、
、
人
う
に
し
て
母

集
団
を
向
質
的
な
集
落
よ
り
成
る
集
団
に
変
■
拠
し
、
吏
に
集
落

の
値
（
即
ち
集
落
を
構
成
す
る
統
計
単
仮
○
値
Ｏ
総
和
）
Ｏ
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
三
五
八
）

動
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
各
集
落
の
大
い
さ
を
略
友
同
一
に
な

る
よ
う
に
し
、
こ
れ
よ
り
集
落
を
抽
眠
し
て
標
本
を
構
成
す
る

事
に
よ
つ
て
同
様
の
効
果
を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

此
の
方
法
を
「
集
落
抽
肥
法
Ｏ
Ｈ
豪
け
胃
。
。
２
一
、
一
言
長
」
と
い
い
、

そ
し
て
集
落
に
母
集
団
構
成
要
素
の
地
域
的
な
集
合
が
と
ら
れ

る
場
含
、
こ
れ
を
特
に
「
地
域
抽
出
法
一
一
奏
；
２
一
占
ま
長
」
と

い
う
。
杜
会
的
集
団
現
象
は
普
通
広
大
な
範
囲
に
亘
つ
て
存
在

し
て
い
る
た
め
、
標
本
構
成
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
要
素
が

ば
ら
ば
ら
に
離
れ
て
存
在
す
る
よ
り
も
、
岨
来
る
だ
け
地
域
的

に
集
つ
て
い
る
方
が
個
別
棚
察
に
便
利
で
あ
り
且
費
用
も
少
く

て
済
む
で
あ
ろ
う
。
故
に
地
域
抽
吊
法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
の
調
査
に
於
て
こ
の
よ
う
な
条

作
を
満
す
集
蒋
を
構
成
す
る
箏
は
困
雑
で
あ
り
、
特
に
地
域
杣

｛
の
場
合
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
一
般
に
集
落
抽
冊
法
は
糀

叱
ｋ
バ
か
ル
附
↓
り
る
の
で
あ
叶
ｏ
。

　
以
上
ｏ
よ
う
に
し
て
任
点
か
凧
∴
は
惟
大
．
推
定
休
○
誤
未
を

却
り
得
る
Ｏ
「
ざ
二
、
↑
、
￥
二
定
、
リ
沽
け
∴
札
定
仇
を
得
ろ

に
必
要
な
標
木
の
人
い
さ
を
数
理
的
に
税
定
す
る
専
が
出
来
る



の
で
あ
り
、
且
層
化
抽
冊
法
、
集
落
抽
吊
法
に
よ
る
事
に
よ
つ
て

推
定
値
の
精
度
を
高
め
叉
は
費
用
を
切
下
げ
る
事
が
吊
来
る
た

め
に
、
与
え
ら
れ
た
費
用
に
よ
つ
て
最
大
の
精
度
の
推
定
値
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
叉
要
求
さ
れ
た
精
度
の
推
定
値
を
最
小
の

費
用
で
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
標
太
構
成
の
方
法
を
工
夫
す
る
事

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
標
太
設
計
。
・
嘗
旨
－
一
Ｈ
Ｃ
｛
色
看
」

と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
か
く
て
任
意
抽
出
法
に
よ
る
時
は
統
計
的
に
正
確
に
統
計
集

団
の
禿
皆
観
察
の
縞
果
を
推
定
す
る
事
が
凧
来
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
方
法
の
成
否
の
鍵
は
標
本
構
成
要
素
の
無
作
為
性
曇
己
－

◎
冒
目
窃
。
・
が
よ
く
確
保
さ
れ
て
い
る
や
否
や
に
あ
る
の
で
あ
る
。

標
本
構
成
要
素
の
捕
出
が
無
作
為
に
な
さ
れ
て
始
め
て
、
確
率

数
理
の
基
礎
の
上
に
展
閑
さ
れ
た
母
壊
団
分
布
に
対
す
る
標
木

分
布
法
則
の
適
用
が
可
能
と
な
ろ
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
誤

差
の
算
定
が
有
効
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
統
計
集

団
の
構
成
要
素
の
す
べ
て
を
互
に
独
立
に
、
且
等
し
い
抽
出
機

会
を
持
つ
状
熊
に
置
い
て
そ
れ
よ
り
無
作
争
に
拙
岬
す
る
事
は
、

個
く
の
要
素
を
一
連
の
番
号
に
よ
つ
て
代
表
せ
し
め
、
一
〆
、
れ
よ

　
　
統
計
調
査
法

り
乱
数
表
ｇ
臼
¢
亀
；
己
○
旨
。
ｎ
２
一
三
ヨ
長
の
使
用
等
に
よ
つ

て
抽
出
番
号
を
決
定
し
て
、
観
察
対
象
を
抽
冊
す
る
事
に
よ
つ

て
容
易
に
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ン
、
し
て
標
本
構
成
要
素
の
拍
出
に
際
し
て
は
抽
出
対
象
た
り

得
る
す
べ
て
の
要
素
を
完
全
に
且
明
確
に
（
番
号
を
附
し
得
る

よ
う
に
）
把
握
し
て
届
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
若
し

抽
出
対
象
に
脱
漏
が
あ
る
な
ら
ば
仮
令
抽
出
操
作
が
如
伺
に
完

全
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
○
無
作
為
性
は
損
わ
れ
る
の
、
て

あ
る
．
、
故
に
こ
の
為
に
は
硫
計
集
団
構
成
要
素
の
禾
皆
調
査
が

行
わ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
○
で
あ
る
二
但
し
実
際
の
調
査
に
於
て

は
他
の
口
的
で
作
成
さ
れ
た
表
を
利
用
し
得
る
場
合
が
〃
い
。

（
例
え
ぽ
選
挙
人
名
簿
）
叉
こ
の
場
合
に
は
標
本
構
成
要
素
と

な
る
も
の
が
抽
吊
操
作
の
精
果
個
人
的
に
掠
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
た
め
、
決
定
さ
れ
た
要
素
は
必
ず
棚
尖
さ
れ
ね
｝
．
い
な
ら
な
い

の
で
あ
つ
て
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
時
は
ン
、
れ
だ
け
仙
吊
○

無
作
苅
一
性
が
劣
さ
れ
ろ
舳
果
に
た
る
Ｏ
で
あ
る
舌

　
こ
の
方
法
に
よ
る
標
本
構
成
は
一
の
偶
然
的
な
行
為
で
あ
る

た
め
、
標
大
よ
り
得
ら
れ
た
推
定
倣
と
丹
数
と
の
葦
は
偶
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
三
五
九
）
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な
誤
差
と
看
傲
す
事
が
出
来
る
。
そ
し
て
同
じ
大
い
さ
の
標
本

調
査
を
練
返
し
行
う
時
、
得
ら
れ
る
推
定
値
の
平
均
は
母
数
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

一
致
す
る
の
で
あ
る
か
ら
任
意
抽
出
法
は
偏
り
の
な
い
推
定
方

法
で
あ
り
、
故
に
庄
意
標
木
に
よ
る
推
定
値
は
偶
然
的
な
標
本

誤
差
の
み
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
　
（
尤
も
実
際
の
値
は
こ
れ
に

大
量
観
察
の
誤
差
が
附
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
）

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
任
意
抽
出
法
に
於
て
は
一
定
の
精
度
の

推
定
値
を
得
る
に
必
要
な
標
木
の
大
い
さ
を
求
め
る
事
が
冊
来

る
の
で
あ
る
が
、
ユ
、
れ
は
一
母
集
団
即
ち
統
計
集
団
の
一
方
向

の
集
団
性
に
関
し
て
の
み
妥
当
す
る
大
い
さ
で
あ
る
事
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
従
つ
て
任
意
標
本
調
査
に
よ
つ
て
数
個

の
母
数
を
同
時
に
推
定
せ
ん
と
す
る
時
は
、
各
枯
集
団
毎
に
要

求
さ
れ
る
糖
度
（
目
標
椅
度
）
を
実
現
す
る
に
必
要
な
標
本
構

成
要
素
の
数
を
求
め
、
〉
、
ｏ
う
ち
最
大
の
も
の
を
以
て
標
本
の

大
い
さ
を
決
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
，
故
に
任
意
標
本
調

査
は
調
査
項
目
が
多
く
な
る
と
設
計
が
複
雑
と
な
り
抜
術
的
困

難
が
増
大
す
る
た
め
、
普
通
は
若
千
の
代
表
的
な
項
目
を
と
っ

て
設
．
計
す
る
か
又
は
調
査
項
□
を
制
限
す
ろ
方
法
が
と
ら
れ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
づ
ニ
ハ
○
）

の
で
あ
る
。
悉
皆
調
査
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
調
査
項
目
の
制

隈
は
な
く
、
幾
つ
、
て
も
調
査
す
る
事
が
可
能
、
て
あ
る
た
め
、
こ

れ
は
任
意
標
太
調
査
法
の
一
の
欠
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
統
計
集
団
が
非
常
に
大
き
い
場
合
こ
れ
よ
り
多
数
の

要
素
を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す
る
時
は
、
殆
ど
す
べ
て
の
調

査
項
目
に
就
て
目
標
精
度
を
得
る
に
必
要
な
標
本
の
大
い
さ
を

満
す
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
目
標
精
度
を
考
慮
す
る

事
な
く
、
高
い
拍
出
卒
で
構
成
さ
れ
た
標
本
に
就
て
悉
皆
調
査

と
同
様
す
、
へ
て
の
項
目
を
調
査
す
る
方
法
が
最
近
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
を
己
・
…
乞
９
室
室
一
・
・
と
い
う
。
。
・
彗
三
？

８
曇
あ
は
任
意
標
本
調
査
法
の
調
査
項
目
に
対
す
る
制
約
を

除
き
、
几
そ
れ
の
披
術
的
簡
便
性
、
正
確
性
を
利
用
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
に
於
て
は
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十

五
年
）
世
界
農
業
セ
ン
ス
に
於
て
、
・
舳
の
率
で
抽
出
さ
れ
た
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

家
に
就
て
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
乙
・
彗
｛
Ｈ
ｏ
－
ｓ
易
易
が
始
め
て

実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
任
意
梢
吊
法
に
よ
る
標
本
調
査
の
特
質
を
種
六
考
察
し

て
来
た
の
ノ
し
あ
ろ
が
、
ン
、
れ
よ
り
明
ら
か
な
如
く
任
意
標
本
調



査
の
実
行
に
は
、
統
計
集
団
構
成
要
素
の
す
べ
て
が
明
確
に
把

握
さ
れ
て
い
る
事
と
、
標
本
誤
差
の
推
定
叉
は
標
本
の
大
き
さ

の
決
定
に
必
要
な
母
集
団
の
分
散
の
値
が
知
ら
れ
て
い
る
事
が

必
須
条
件
、
て
あ
る
。
荷
更
に
統
計
集
団
の
構
造
に
就
て
詳
細
な

知
識
が
あ
れ
ば
、
層
化
法
、
集
落
法
を
と
る
事
に
よ
つ
て
よ
り

経
済
的
に
叉
は
よ
り
糖
度
の
高
い
調
査
が
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
任
意
批
出
法
に
よ
つ
て
は
心
ず
し
も
必
要
な
条

件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
統
計
集
団
に
就
て
の
智
識
を

利
用
し
て
琢
竣
団
を
属
化
し
集
落
化
す
る
と
は
い
え
、
標
本
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

成
要
素
の
抽
出
は
完
全
な
現
在
の
統
計
集
団
構
成
要
素
の
把
握

に
基
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
令
そ
の
層
化
、
集
落

化
に
誤
り
が
あ
つ
た
に
し
て
も
そ
れ
は
目
標
糖
度
の
達
成
に
彩

響
す
る
の
み
で
あ
つ
て
、
標
本
に
よ
る
推
定
依
を
誤
ら
す
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
一
有
意
迷
択
法
に
於
て
は
対
照
に
よ
つ
て

間
接
的
に
統
計
某
閉
ｏ
代
夫
た
る
櫟
本
を
他
成
す
ろ
の
で
あ
る

た
め
、
対
照
－
戸
し
〕
印
と
ｏ
閉
の
仮
定
の
上
に
、
更
に
対
照
に
就

て
の
統
計
尖
閉
の
構
造
の
詳
細
な
智
識
が
決
定
的
な
重
要
性
を

持
つ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
の
正
確
性
は
標
太
調
奄
の
縞

　
　
　
続
計
調
査
法

果
の
成
否
を
決
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
任
意
批

出
法
は
直
接
目
印
に
就
て
統
計
集
団
と
等
し
い
値
を
得
ら
れ
る

標
本
を
構
成
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し

め
る
の
は
統
計
集
団
構
成
要
素
の
無
作
為
抽
出
で
あ
り
、
そ
れ

が
確
保
さ
れ
て
い
る
隈
り
標
本
調
査
結
果
の
正
確
性
は
保
障
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
抽
出
集
計
　
。
。
２
旨
口
０
９
享
Ｈ
葦
Ｓ

　
任
意
抽
出
法
に
よ
る
一
部
観
察
に
よ
る
全
体
の
正
確
な
推
定

は
、
統
計
集
団
の
悉
皆
襯
察
の
結
果
の
分
類
、
集
計
に
応
用
す

る
事
が
出
来
る
。
悉
皆
調
査
の
場
合
時
の
遅
れ
に
よ
る
統
計
の

誤
差
を
左
ぜ
し
め
る
の
は
、
老
大
な
統
計
単
位
の
個
別
観
察
の

縞
果
の
分
類
、
集
計
の
過
程
で
あ
る
。
そ
こ
で
悉
皆
観
察
の
縞

果
を
母
集
団
と
し
て
そ
れ
よ
り
一
部
分
を
無
作
為
抽
出
し
て
標

本
を
構
成
し
、
ン
、
れ
の
分
類
、
集
計
に
よ
り
全
部
集
計
の
結
果

を
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
方
法
を
「
抽
出
集
計
」
と
い
い
、
国
勢
調
査
の
締
果
の

速
報
の
作
成
等
に
利
用
さ
れ
る
。
昭
和
二
十
五
年
十
月
に
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
一
〇
一
（
三
六
一
）



　
　
立
命
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済
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れ
た
国
勢
調
査
の
縞
果
の
、
十
％
及
び
一
劣
の
抽
出
集
計
に
よ

る
推
定
が
二
十
六
隼
末
に
発
表
さ
れ
た
。
全
部
集
計
の
正
確
な

結
果
は
二
十
八
年
に
な
つ
て
判
る
予
定
で
あ
る
。

Ｘ
　
　
　
　
　
　
×

Ｘ

　
以
上
杜
会
的
集
団
現
象
の
統
計
調
査
に
於
て
と
ら
れ
る
諾
種

の
統
計
的
方
法
を
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
ユ
、
れ
に
よ
る

と
杜
会
的
集
団
現
象
の
或
る
時
所
に
於
け
る
絶
対
的
な
大
い
さ

並
に
構
造
ｏ
正
確
な
認
識
は
、
悉
皆
観
察
に
よ
つ
て
始
め
て
可

能
と
な
ろ
○
で
あ
る
　
し
か
し
悉
皆
調
査
は
ン
、
れ
に
要
す
る
犠

牲
が
極
め
て
人
な
ろ
上
に
、
荷
且
実
際
上
は
必
ず
し
も
正
確
な

統
計
が
得
ら
れ
な
い
の
，
て
あ
つ
た
。
ン
、
し
て
杜
会
的
集
団
現
壊

の
大
い
さ
は
推
〃
に
よ
っ
て
或
る
程
度
推
定
す
る
事
が
可
能
で

あ
り
、
叉
そ
れ
の
構
迭
は
橡
木
調
査
に
よ
つ
て
推
定
す
る
卒
が

出
来
る
Ｏ
、
て
あ
る
、
標
木
調
査
は
当
然
誤
兼
を
伴
、
つ
と
は
い
え

悉
皆
調
査
に
比
し
て
著
し
く
費
用
、
労
力
を
軽
滅
し
、
且
統
計

的
襯
察
の
誤
兼
を
滅
少
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
特
に
任
意
抽
出

法
に
よ
ろ
時
は
標
本
誤
差
が
推
定
出
来
．
、
几
ン
、
Ｏ
誤
差
の
大
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
三
六
二
）

さ
を
管
理
す
る
事
が
出
来
る
た
め
に
極
め
て
正
確
な
統
計
的
推

定
が
可
能
で
あ
り
、
場
合
に
よ
つ
そ
は
悉
皆
調
査
よ
り
も
正
確

な
統
計
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
従
来
杜
会
統
計
調
査
は
一
定
期
間
毎
の
直
接
的
な
悉

皆
調
査
（
却
ち
９
婁
豪
）
を
中
心
に
、
間
接
大
量
観
察
法
に

よ
る
悉
皆
調
査
及
び
有
意
選
択
法
に
よ
る
標
本
調
査
並
に
推
算

を
併
用
し
て
行
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
今
胃
で
は
任
意
捕

出
法
に
よ
る
標
本
調
査
法
が
大
い
に
探
入
れ
ら
れ
、
社
会
統
計

調
査
の
体
系
は
悉
皆
調
査
と
任
意
標
本
調
査
の
桐
互
補
完
に
よ

る
正
確
な
統
計
を
迅
速
且
低
廉
に
作
成
し
得
る
よ
う
に
再
編
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。


